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少
傅

原
文

　
太
子
太
傅
（
1
）・
少
傅
（
2
）、
古
官
（
3
）。
屬
官
有
太
子
門
大

夫
（
4
）・〔
中
〕
庶
子
・〔
庶
子
〕（
5
）・
先
馬
（
6
）・
舍
人
（
7
）。

訓
読

　

太
子
太
傅
（
1
）・
少
傅
（
2
）
は
、
古
官
な
り
（
3
）。
属
官
に
太

子
門
大
夫
（
4
）・
中
庶
子
・
庶
子
（
5
）・
先
馬
（
6
）・
舎
人
有
り

（
7
）。

現
代
語
訳

　

太
子
太
傅
（
1
）・
太
子
少
傅
（
2
）
は
、
上
古
の
官
で
あ
る
（
3
）。

　

属
官
に
太
子
門
大
夫
（
4
）・
太
子
中
庶
子
・
太
子
庶
子
（
5
）・
太

子
先
馬
（
6
）・
太
子
舎
人
が
あ
る
（
7
）。

注
釈

（
1)�

補
注　

銭
大
昭
が
い
う
。『
漢
旧
儀
』に「
皇
太
子
は
黄
金
印
、亀
紐
、

印
文
に
は
章
と
い
う
。
以
下
二
百
石
に
至
る
ま
で
い
ず
れ
も
通
官

印
と
す
る
。
太
傅
は
一
人
、
官
秩
は
真
二
千
石
。
師
の
如
く
礼
遇

す
る
。
新
は
改
名
し
て
太
子
師
と
し
た
」
と
あ
る
（
以
上
、『
漢

書
弁
疑
』
巻
九
）。

　
　�

　
王
先
謙
が
い
う
。
太
子
太
傅
の
例
は
、
食
貨
志
・
卜
式
伝
・
疏

広
伝
・
韋
玄
成
伝
・
魏
相
伝
・
丙
吉
伝
・
蕭
望
之
伝
・
張
禹
伝
・

周
亜
夫
伝
・
叔
孫
通
伝
・
衛
綰
伝
・
夏
侯
勝
伝
・
師
丹
伝
・
石
奮
伝
・

儒
林
伝
・
循
吏
伝
・
外
戚
伝
に
見
え
る
。
後
漢
は
前
漢
に
因
っ
た
。

百
官
志
四
に
「
職
は
太
子
を
輔
導
す
る
こ
と
を
掌
る
。
師
の
如
く

礼
遇
し
、
属
官
は
な
い
」
と
あ
る
。
杜
佑
（『
通
典
』
巻
三
〇
・

職
官
一
二
）
は
「
漢
魏
の
故
事
と
し
て
、太
子
は
二
傅
（
太
子
太
傅
・

太
子
少
傅
）
に
対
し
て
弟
子
の
礼
を
と
る
。
ど
ち
ら
に
対
し
て
も

文
書
を
発
給
す
る
際
に
は
、
令
と
は
い
わ
な
い
。
太
子
に
対
し
て

少
傅
は
臣
と
称
す
る
が
、
太
傅
は
臣
と
称
さ
な
い
」
と
い
う
。



二

　
　

� �

考
証　

前
漢
の
官
印
制
度
は
秦
朝
の
制
度
を
踏
襲
し
た
が
、
変
遷

が
あ
る
。
大
き
く
変
化
し
た
の
は
武
帝
元
狩
年
間
（
前
一
二
二
～

前
一
一
七
）
で
、
通
官
印
と
半
通
印
と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
た
。

通
官
印
と
は
、『
漢
旧
儀
』
に
あ
る
よ
う
に
官
秩
二
百
石
以
上
の

官
職
印
で
、
大
き
さ
は
漢
制
の
一
寸
（
約
二･

三
セ
ン
チ
）
の
正

方
形
で
あ
る
。
半
通
印
は
半
章
と
も
い
わ
れ
、
大
き
さ
が
通
官
印

の
半
分
で
長
方
形
で
あ
る
。
半
通
印
は
、
秦
朝
で
は
官
位
の
上
下

に
関
係
な
く
つ
く
ら
れ
た
が
、
漢
朝
で
は
下
級
官
員
の
印
か
官
衙

印
、
ま
た
郷
里
の
官
印
で
あ
っ
た
。
武
帝
の
時
に
、
官
職
印
は
正

方
形
の
通
官
印
、官
衙
印
は
長
方
形
の
半
通
印
に
区
別
さ
れ
た［
片

岡
一
忠　

二
〇
〇
八
］、［
葉
其
峰　

一
九
九
七
］。

　
　

�　

皇
帝
が
命
令
を
発
す
る
際
に
「
制
」「
詔
」
と
称
し
た
よ
う
に
、

皇
太
子
お
よ
び
諸
侯
王
の
文
書
で
は
「
令
」
と
称
し
た
が
、
師
で

あ
る
太
子
太
傅
・
少
傅
に
対
し
て
は
、
皇
太
子
は
弟
子
と
し
て
の

礼
儀
上
、命
令
を
意
味
す
る
「
令
」
を
用
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

�　

故
事
と
は
、
皇
帝
の
詔
や
律
令
か
ら
旧
例
や
慣
習
ま
で
を
も
含

む
、
政
治
・
儀
礼
な
ど
を
行
う
上
で
の
指
針
と
な
る
「
先
例
」「
前

例
」「
し
き
た
り
」
の
こ
と
で
あ
る
［
邢
義
田　

一
九
八
七
］。

（
2)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
太
子
少
傅
の
例
は
、
夏
侯
勝
伝
・
匡
衡

伝
・
朱
雲
伝
・
疏
広
伝
・
馮
野
王
伝
・
儒
林
伝
・
外
戚
伝
に
見
え
る
。

後
漢
は
前
漢
に
因
っ
た
。
百
官
志
四
に
「
太
傅
と
同
じ
く
少
傅
も

ま
た
太
子
の
輔
導
を
職
と
し
、こ
と
ご
と
く
太
子
の
官
属
を
掌
る
」

と
あ
る
。

（
3)�

補
注　

周
寿
昌
が
い
う
。『
礼
記
』
文
王
世
子
に
「
太
傅
は
前
に

在
り
、
少
傅
は
後
に
在
り
」
と
あ
る
。『
後
漢
書
』
巻
四
八
・
楊

終
伝
に
「
礼
制
と
し
て
、
君
主
の
子
が
八
歳
に
な
れ
ば
、
そ
の
た

め
に
少
傅
を
置
き
、
こ
れ
に
読
み
書
き
計
算
を
教
え
、
そ
の
知
力

を
開
く
。
十
五
歳
に
な
れ
ば
太
傅
を
置
き
、こ
れ
に
経
典
を
教
え
、

そ
の
志
を
導
く
」
と
あ
る
。
胡
三
省
（『
資
治
通
鑑
』
巻
一
二
・

漢
紀
四
・
高
祖
一
一
年
の
注
）
は
「
い
に
し
え
、
世
継
ぎ
に
は
三

師
・
三
少
が
付
け
ら
れ
た
が
、
漢
に
至
っ
て
太
傅
・
少
傅
だ
け
に

な
っ
た
」
と
い
う
（
以
上
、『
漢
書
注
校
補
』
巻
一
一
）。

　
　

� �

考
証　

三
師
・
三
少
と
は
、
太
子
太
師
・
太
子
太
傅
・
太
子
太
保

お
よ
び
太
子
少
師
・
太
子
少
傅
・
太
子
少
保
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ら
六
つ
の
官
職
に
つ
い
て
は
『
大
戴
礼
記
』
保
傅
に
太
子
の
補

導
役
と
し
て
見
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
少
師
以
下
は
三

少
と
称
さ
れ
、
太
師
以
下
は
「
三
公
」
と
さ
れ
る
。
太
師
以
下
を

三
師
と
総
称
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
北
魏
時
代
か
ら
で
あ
る（『
通

典
』
巻
二
〇
・
職
官
二
）。

（
4)�

注　

応
劭
が
い
う
。
定
員
は
五
人
、
官
秩
は
六
百
石
。

　
　

��

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
太
子
門
大
夫
の
例
は
、
鼂
錯
伝
・
金
日

磾
伝
・
儒
林
伝
・
王
莽
伝
に
見
え
る
。
後
漢
は
前
漢
に
因
っ
た
。

百
官
志
四
に
「
職
は
中
郎
将
と
同
類
で
あ
る
」
と
あ
る
。
劉
昭
の

注
に
引
く
『
漢
官
』
に
は
「
門
大
夫
は
、
二
人
。
四
府
の
掾
属
よ

り
選
抜
す
る
」
と
あ
り
、
応
劭
注
と
少
し
異
な
っ
て
い
る
。

　
　

� �

考
証　

補
注
の
『
漢
官
』
に
み
え
る
四
府
と
は
、太
尉
府
・
司
徒
府
・



三

司
空
府
に
大
将
軍
府
か
太
傅
府
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。『
後
漢

書
』
巻
六
・
質
帝
紀
の
注
に
「
四
府
掾
属
と
は
、
大
将
軍
府
掾
属

二
十
九
人
、
太
尉
府
掾
属
二
十
四
人
、
司
徒
府
三
十
一
人
、
司
空

府
二
十
九
人
を
い
う
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
後
漢
書
』
巻
五
八
・

虞
詡
伝
の
注
に
は
「
四
府
と
は
、
太
傅
・
太
尉
・
司
徒
・
司
空
の

府
を
い
う
」
と
あ
る
。

（
5)�

注　

応
劭
が
い
う
。
定
員
は
五
人
、
官
秩
は
六
百
石
。

　
　

��

補
注　

銭
大
昭
が
い
う
。
巻
七
九
・
馮
野
王
伝
に
「
太
子
中
庶
子

と
な
っ
た
」
と
あ
り
、
巻
八
二
・
王
商
伝
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た

考
え
る
に
『
漢
旧
儀
』
に
は
「
中
庶
子
は
五
人
、
職
は
侍
中
と
同

類
で
、
官
秩
は
六
百
石
。
庶
子
、
官
秩
は
比
四
百
石
。
職
は
中
郎

と
同
類
で
、
定
員
は
な
い
。
新
で
は
中
翼
子
と
改
名
し
た
」
と
あ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
中
庶
子
と
庶
子
は
別
官
で
あ
る
。
応
劭
が
注

を
つ
け
た
箇
所
は
す
な
わ
ち
中
庶
子
な
の
で
あ
る
。
百
官
表
本
文

の
「
庶
子
」
の
上
に
は
「
中
」
の
字
が
、庶
子
の
下
に
は
「
庶
子
」

の
二
字
が
脱
落
し
て
い
る
（
以
上
、『
漢
書
弁
疑
』
巻
九
）。

　
　�

　
王
先
謙
が
い
う
。
史
丹
伝
・
儒
林
伝
・
王
莽
伝
に
も
ま
た
中
庶

子
が
あ
り
、
銭
大
昭
の
説
は
正
し
い
。
太
子
庶
子
の
例
は
、
葢
寛

饒
伝
・
蕭
育
伝
・
傅
喜
伝
に
見
え
る
。
百
官
志
四
に
よ
れ
ば
、
後

漢
で
は
庶
子
・
中
庶
子
の
二
官
が
あ
る
。

（
6)�

注　

張
晏
が
い
う
。
太
子
先
馬
は
、
定
員
は
一
六
人
、
官
秩
は

謁
者
に
準
じ
る
。

　
　�

　
如
淳
が
い
う
。
前
駆
（
先
導
役
）
の
こ
と
で
あ
る
。『
国
語
』

越
語
上
に
「
句
践
が
み
ず
か
ら
夫
差
の
先
馬
と
な
っ
た
」
と
あ
る
。

「
先
」
は
「
洗
」
に
作
る
こ
と
も
あ
る
。

　
　

��

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
官
本
考
証
に
「
注
の
駆
は
躯
に
誤
る
。

い
ま
改
正
す
る
」
と
あ
る
。
巻
五
〇
・
汲
黯
伝
は
「
洗
馬
」
に
作
る
。

後
漢
は
前
漢
に
因
っ
た
。
百
官
志
四
に
は
、「
比
六
百
石
」と
あ
り
、

注
に
引
く
『
漢
官
』
に
は
「
郎
中
よ
り
選
抜
し
て
補
任
す
る
」
と

あ
る
。

　
　

� �

考
証　
『
国
語
』越
語
上
で
は「
先
馬
」で
は
な
く「
前
馬
」に
作
る
。

た
だ
し
『
日
知
録
』
巻
二
四
・
洗
馬
で
は
、『
韓
非
子
』
喩
老
、『
淮

南
子
』
道
応
訓
な
ど
に
見
え
る
越
王
句
践
の
事
蹟
を
引
用
し
て
、

前
馬
＝
先
馬
＝
洗
馬
で
あ
る
と
す
る
。

（
7)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
太
子
舎
人
は
、
秦
官
で
あ
る
。『
史
記
』

巻
六
・
秦
始
皇
本
紀
に
見
え
る
。
ま
た
鼂
錯
伝
・
鄭
当
時
伝
・
公

孫
賀
伝
・
戾
太
子
伝
・
雋
不
疑
伝
・
周
仁
伝
・
佞
幸
伝
・
外
戚
伝

に
見
え
る
。
後
漢
は
前
漢
に
因
っ
た
。
百
官
志
四
に
は
「
官
秩
は

二
百
石
、
定
員
無
し
。
三
署
の
郎
中
の
よ
う
に
交
代
で
宿
衛
に
あ

た
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
属
官
に
は
、
率
更
令
一
人
、
家
令

一
人
、
倉
令
一
人
、
食
官
令
一
人
、
僕
一
人
、
厩
長
一
人
、
中
盾

一
人
、
衛
率
一
人
が
あ
る
。
ま
た
百
官
志
四
に
は
「
前
漢
で
は
、

左
・
右
戸
将
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
左
・
右
戸
直
郎
を
つ
か
さ
ど
っ

た
」
と
あ
る
が
、
後
漢
で
は
廃
し
た
。

　
　

� �

考
証　

王
先
謙
が
引
く
『
史
記
』
巻
六
・
秦
始
皇
本
紀
に
見
え
る

の
は
、
文
信
侯
・
長
信
侯
の
舎
人
の
例
で
あ
り
、
太
子
舎
人
の
例



四

で
は
な
い
。

　
　

�　

ま
た
、
補
注
の
「
交
代
で
宿
衛
に
あ
た
る
」
の
原
文
は
「
更
置

舎
衛
」
で
あ
る
が
、百
官
志
四
の
原
文
は
「
更
直
宿
衛
」
で
あ
る
。

舎
人
に
つ
い
て
は
、
巻
一
上
・
高
帝
紀
上
の
師
古
注
に
「
舎
人
と

は
、
身
辺
に
親
し
く
仕
え
る
も
の
の
通
称
で
あ
り
、
後
に
は
私
属

の
官
号
と
な
っ
た
」
と
あ
る
。

一
八
、
将
作
少
府

原
文

　
將
作
少
府
、
秦
官
。
掌
治
宮
室
（
1
）。
有
兩
丞
、
左
・
右
・
中
候

（
2
）。
景
帝
中
六
年
、更
名
將
作
大
匠（
3
）。
屬
官
有
石
庫
、東
園
主
章
、

左
・
右
・
前
・
後
・
中
校
七
令
・
丞
（
4
）。
又
主
章
長
・
丞
（
5
）。

武
帝
太
初
元
年
、
更
名
東
園
主
章
爲
木
工
。
成
帝
陽
朔
三
年
、
省
中
候

及
左
・
右
・
前
・
後
・
中
校
五
丞
（
6
）。

訓
読

　

将
作
少
府
は
秦
官
な
り
。
宮
室
を
治
む
る
を
掌
る（
1
）。
両
丞
、左
・

右
・
中
候
有
り
（
2
）。
景
帝
中
六
年
、
更
め
て
将
作
大
匠
と
名
づ
く

（
3
）。
属
官
に
石
庫
、
東
園
主
章
、
左
・
右
・
前
・
後
・
中
校
の
七
令
・

丞
有
り
（
4
）。
又
た
主
章
長
・
丞
あ
り
（
5
）。
武
帝
太
初
元
年
、
東

園
主
章
を
更
名
し
て
木
工
と
為
す
。成
帝
陽
朔
三
年
、中
候
及
び
左
・
右
・

前
・
後
・
中
校
の
五
丞
を
省
く
（
6
）。

現
代
語
訳

　

将
作
少
府
は
、
秦
官
で
あ
る
。
宮
殿
の
造
営
を
掌
る
（
1
）。
二
丞

と
左
候
・
右
候
・
中
候
が
あ
る
（
2
）。

　

景
帝
中
六
年
（
前
一
四
四
）、
将
作
大
匠
と
改
名
し
た
（
3
）。

　

属
官
に
は
、
石
庫
・
東
園
主
章
・
左
校
・
右
校
・
前
校
・
後
校
・
中

校
の
七
令
・
丞
が
あ
る
（
4
）。
ま
た
、
主
章
長
・
丞
が
あ
る
（
5
）。

武
帝
太
初
元
年
（
前
一
〇
四
）、
東
園
主
章
を
改
名
し
て
木
工
と
し
た
。

成
帝
陽
朔
三
年
（
前
二
二
）、
中
候
と
左
校
・
右
校
・
前
校
・
後
校
・

中
校
の
五
丞
と
を
廃
し
た
（
6
）。

注
釈

（
1)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。『
周
礼
』
冬
官
の
匠
人
の
職
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
巻
一
六
・
高
恵
高
后
文
功
臣
表
に
「
梧
斉
侯
陽
城
延
は
、

軍
匠
と
し
て
高
祖
に
し
た
が
い
起
ち
、
後
に
少
府
と
な
っ
た
」
と

あ
る
。
こ
の
少
府
と
は
将
作
少
府
の
こ
と
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
秦

官
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

� �

考
証　
『
周
礼
』
考
工
記
の
匠
人
は
「
建
国
」「
営
国
」「
為
溝
洫
」

を
職
掌
と
し
て
お
り
、都
城
の
造
営
や
溝
の
掘
削
を
掌
っ
て
い
た
。

王
先
謙
が
引
用
し
て
い
る
陽
城
延
は
、
同
表
に
よ
れ
ば
少
府
と

な
っ
た
後
「
長
楽
、
未
央
宮
を
造
営
し
、
長
安
城
を
築
い
た
」
と

あ
り
、『
史
記
』
巻
一
九
・
恵
景
間
侯
者
年
表
に
も
同
様
の
記
載

が
あ
っ
て
、
陽
城
延
が
宮
殿
お
よ
び
都
城
の
造
営
を
掌
っ
て
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、陽
城
延
の
就
い
た「
少
府
」が「
将



五

作
少
府
」
で
あ
っ
た
と
即
断
で
き
な
い
。
百
官
表
下
に
は
高
祖
五

年
か
ら
二
一
年
に
わ
た
っ
て
陽
城
延
が
「
少
府
」
で
あ
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
少
府
」
と
し
て
宮
殿
お
よ
び
長

安
城
造
営
を
掌
っ
た
可
能
性
も
残
る
。

　
　

�　
『
漢
旧
儀
』
に
、「
天
子
が
即
位
す
る
と
、
明
年
、
将
作
大
匠
が

陵
地
を
造
営
す
る
」
と
あ
り
、
将
作
大
匠
が
陵
墓
の
造
営
も
掌
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

［
陳
直　

一
九
七
九
］
に
は
、
中
国
科

学
院
考
古
研
究
所
が
一
九
五
七
年
七
月
に
漢
長
安
城
で
「
将
作
少

府
」
封
泥
を
発
掘
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
報
告
に
こ
の

封
泥
は
見
ら
れ
な
い
。

（
2)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
中
候
の
例
は
、
張
蒼
伝
に
見
え
る
。
百

官
志
四
に
、
後
漢
は
「
丞
一
人
、
官
秩
は
六
百
石
」
と
だ
け
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

上
海
博
物
館
に
前
漢
中
期
の
も
の
と
さ
れ
る「
大
匠
丞
印
」

封
泥
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
［
孫
慰
祖　

一
九
九
三
］。 
［
安
作
璋
・

熊
鉄
基　

一
九
八
四
］
は
、
百
官
表
に
両
丞
が
あ
る
と
さ
れ
な
が

ら
、
見
つ
か
る
封
泥
に
は
「
大
匠
丞
」
と
あ
る
だ
け
な
の
で
、
両

丞
の
存
在
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
漢
代
の
他
の
丞
の

印
文
で
も
明
確
に
丞
を
分
け
た
も
の
は
少
な
く
、
こ
れ
だ
け
を
根

拠
に
百
官
表
の
記
載
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
3)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
将
作
大
匠
の
例
は
、
溝
洫
志
・
翟
義
伝
・

陳
湯
伝
・
佞
幸
伝
に
見
え
る
。

　
　

� �

考
証　

将
作
大
匠
へ
の
改
称
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
巻
一
一
・

孝
景
本
紀
に
も
、
中
六
年
に
「
将
作
少
府
を
将
作
大
匠
と
し
た
」

と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、始
皇
帝
陵
園
や
咸
陽
な
ど
か
ら「
大

匠
」
と
押
印
さ
れ
た
遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、
秦
始
皇
帝
の
と
き

に
は
す
で
に
将
作
大
匠
と
よ
ば
れ
て
い
た
と
考
え
る
説
も
あ
る

［
劉
瑞　

一
九
九
八
］。
し
か
し
「
二
年
律
令
」
秩
律
で
は
、
大
匠

は
、
官
秩
は
六
百
石
の
官
と
見
え
、
大
匠
が
将
作
大
匠
の
略
称
と

は
断
定
で
き
な
い
。

（
4)�

注　

如
淳
が
い
う
。
章
と
は
大
材
の
こ
と
を
い
う
。
も
と
も
と

将
作
大
匠
の
属
官
で
資
材
を
掌
る
吏
を
章
曹
掾
と
名
づ
け
て
い
た
。

　
　�

　
顔
師
古
が
い
う
。
唐
で
い
う
木
鍾
と
は
、
お
そ
ら
く
は
章
の
音

が
変
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
東
園
主
章
は
大
材
を
管
理
し
、
東

園
大
匠
に
供
給
す
る
。

　
　

��

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
右
校
丞
の
例
は
、辛
慶
忌
伝
に
見
え
る
。

百
官
志
四
に
は
、
後
漢
で
は
左
校
令
・
右
校
令
が
各
々
一
人
お
り
、

左
右
の
工
徒
を
掌
っ
た
。
官
秩
は
六
百
石
。
丞
は
各
一
人
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

属
官
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
役
割
は
記
さ
れ
ず
、ま
た『
史

記
』『
漢
書
』
に
も
ほ
と
ん
ど
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
名

称
よ
り
職
務
を
推
定
す
る
し
か
な
い
。

　
　

�　

石
庫
に
関
し
て
は
、［
浜
口
重
国　

一
九
七
一
］
は
、
石
材
の

保
管
だ
け
で
な
く
、
石
材
の
整
備
、
石
工
の
統
括
ま
で
を
行
っ
て

い
た
と
推
測
す
る
。

　
　

�　

東
園
主
章
に
つ
い
て
は
、
顔
師
古
の
い
う
「
今
所
謂
木
鍾

者
、
葢
章
聲
之
轉
耳
（
唐
で
い
う
木
鍾
と
は
、
お
そ
ら
く
は
章

の
音
が
変
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
）」
と
は
、
意
味
が
判
然
と
し



六

な
い
部
分
が
あ
る
が
、
如
淳
、
顔
師
古
と
も
に
木
材
を
扱
っ
て

い
た
と
考
え
、
顔
師
古
は
東
園
大
匠
に
資
材
を
供
給
し
て
い
た

と
い
う
。
東
園
大
匠
が
何
を
指
す
の
か
も
不
明
だ
が
、［
浜
口
重

国　

一
九
七
一
］
は
少
府
属
官
の
東
園
匠
と
し
、
建
築
に
用
い
る

木
材
で
は
な
く
陵
園
関
連
の
も
の
を
管
轄
し
た
と
す
る
。
な
お
、

前
漢
前
期
の
も
の
と
さ
れ
る
「
東
園
主
章
」
封
泥
が
あ
る
［
孫
慰

祖　

一
九
九
三
］。

　
　

�　

左
校
・
右
校
・
前
校
・
後
校
・
中
校
に
つ
い
て
、［
浜
口
重

国　

一
九
七
一
］
は
、
五
校
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
石
材
、
木
材

以
外
の
重
要
な
建
築
資
材
で
あ
る
磚
瓦
に
係
わ
る
も
の
と
し
、『
斉

職
儀
』
に
、「
漢
の
将
作
大
匠
の
属
官
に
前
・
後
・
中
甄
官
令
・

丞
各
一
人
有
り
」
と
あ
る
記
載
か
ら
、
前
校
・
後
校
・
中
校
が
こ

れ
に
相
当
す
る
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
百
官
志
四
に
記
さ
れ
た

校
の
職
掌
や
、
将
作
大
匠
が
多
数
の
刑
徒
を
動
員
し
て
大
工
事
を

行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
刑
徒
を
管
理
す
る
職
掌

と
す
る
説
［
安
作
璋
・
熊
鉄
基　

一
九
八
四
］
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
　

�　

校
に
つ
い
て
は
、「
左
校
令
印
」
の
印
が
南
京
市
博
物
館
に
収

蔵
さ
れ
、「
左
校
丞
印
」「
右
校
丞
印
」
の
封
泥
が
あ
る
［
孫
慰

祖　

一
九
九
三
］。

（
5)�

注　

顔
師
古
が
い
う
。
大
木
全
般
を
取
り
あ
つ
か
う
。

　
　

� �

考
証　
［
浜
口
重
国　

一
九
七
一
］
は
、
主
章
の
職
掌
を
東
園
主

章
管
轄
外
の
木
材
を
管
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
6)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
巻
九
九
下
・
王
莽
伝
下
に
都
匠
仇
延
が

見
え
る
。
そ
の
顔
師
古
注
に
は
「
都
匠
と
は
大
匠
の
こ
と
」
と
あ

る
。
お
そ
ら
く
王
莽
が
大
匠
を
都
匠
と
改
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
九
、
詹
事

原
文

　
詹
事
、
秦
官
（
1
）。
掌
皇
后
・
太
子
家
。
有
丞
（
2
）。
屬
官
有
太

子
率
更
・
家
令
・
丞
、
僕
・
中
盾
・
衞
率
・
廚
・
廏
長
・
丞
（
3
）。

又
中
長
秋
・
私
府
・
永
巷
・
倉
・
廏
・
祠
祀
・
食
官
令
・
長
・
丞
（
4
）。

諸
宦
官
皆
屬
焉
（
5
）。
成
帝
鴻
嘉
三
年
、
省
詹
事
官
、
幷
屬
大
長
秋

（
6
）。
長
信
詹
事
（
7
）、
掌
皇
太
后
宮
。
景
帝
中
六
年
、
更
名
長
信

少
府
（
8
）、
平
帝
元
始
四
年
、
更
名
長
樂
少
府
（
9
）。

訓
読

　

詹
事
は
、
秦
官
な
り
（
1
）。
皇
后
・
太
子
の
家
を
掌
る
。
丞
有
り

（
2
）。
属
官
に
太
子
率
更
・
家
令
・
丞
、
僕
・
中
盾
・
衛
率
・
厨
・
厩

の
長
・
丞
有
り
（
3
）。
又
た
中
長
秋
・
私
府
・
永
巷
・
倉
・
厩
・
祠
祀
・

食
官
の
令
・
長
・
丞
あ
り
（
4
）。
諸お
よ

そ
宦
官
は
皆
な
焉こ
れ

に
属
す
（
5
）。

成
帝
鴻
嘉
三
年
、
詹
事
の
官
を
省
き
、
大
長
秋
に
并
属
せ
し
む
（
6
）。

長
信
詹
事
は
（
7
）、
皇
太
后
宮
を
掌
る
。
景
帝
中
六
年
、
更
め
て
長

信
少
府
と
名
づ
け
（
8
）、
平
帝
元
始
四
年
、
更
め
て
長
楽
少
府
と
名

づ
く
（
9
）。



七

現
代
語
訳

　

詹
事
は
、
秦
官
で
あ
る
（
1
）。
皇
后
宮
・
皇
太
子
家
を
掌
る
。
丞

が
あ
る
（
2
）。

　

属
官
と
し
て
太
子
率
更
令
と
太
子
家
令
・
丞
、
僕
・
中
盾
・
衛
率
・
厨
・

厩
の
長
・
丞
が
あ
る
（
3
）。
ま
た
中
長
秋
・
私
府
・
永
巷
・
倉
・
厩
・

祠
祀
・
食
官
の
令
・
長
・
丞
が
あ
る
（
4
）。
お
よ
そ
宦
官
は
い
ず
れ

も
詹
事
に
所
属
し
て
い
る
（
5
）。

　

成
帝
鴻
嘉
三
年
（
前
一
八
）、
詹
事
の
官
職
を
廃
し
て
、（
属
官
を
）

大
長
秋
に
併
属
さ
せ
た
（
6
）。

　

長
信
詹
事
は
（
7
）、
皇
太
后
宮
を
掌
る
。
景
帝
中
六
年
（
前

一
四
五
）、
長
信
少
府
と
改
名
し
（
8
）、
平
帝
元
始
四
年
（
後
四
）、

長
楽
少
府
と
改
名
し
た
（
9
）。

（
1)�

注　

応
劭
が
い
う
。
詹
と
は
省
（
み
る
）
の
意
で
あ
り
、
給
の

意
で
あ
る
。

　
　�

　
臣
瓚
が
い
う
。『
茂
陵
書
』
に
「
詹
事
は
、
官
秩
は
真
二
千
石
」

と
あ
る
。

　
　

��

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
詹
事
の
例
は
、
鄭
当
時
伝
・
竇
嬰
伝
・

韓
安
国
伝
・
霍
去
病
伝
・
孔
光
伝
・
馬
宮
伝
・
外
戚
伝
に
見
え
る
。

（
2)�

注　

顔
師
古
が
い
う
。
皇
后
と
皇
太
子
は
そ
れ
ぞ
れ
詹
事
を
置

き
、
そ
の
置
か
れ
た
場
所
に
従
っ
て
官
職
に
名
づ
け
た
。

　
　

� �

考
証　
「
二
年
律
令
」
秩
律
に
は
、
長
信
詹
事
は
、
官
秩
は
二
千

石
と
見
え
る
。
ま
た
長
信
詹
事
丞
・
永
巷
詹
事
丞
は
、
官
秩
は
そ

れ
ぞ
れ
六
百
石
と
見
え
る
。
こ
の
二
丞
の
名
称
か
ら
顔
師
古
の
い

う
「
そ
の
置
か
れ
た
場
所
に
従
っ
て
官
職
に
名
づ
け
た
」
と
い
う

こ
と
が
わ
か
る
。

（
3)�

注　

張
晏
が
い
う
。
皇
太
子
に
は
「
家
」
と
称
し
た
。
ゆ
え
に

「
家
令
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　

�　

臣
瓚
が
い
う
。『
茂
陵
中
書
』に「
太
子
家
令
は
、官
秩
は
八
百
石
」

と
あ
る
。

　
　

�　

応
劭
が
い
う
。
中
盾
は
周
衛
・
徼
道
を
掌
り
、
官
秩
は
四
百
石

で
あ
る
。

　
　

�　

如
淳
が
い
う
。『
漢
儀
注
』
に
「
衛
率
は
門
の
警
護
を
掌
り
、

官
秩
は
千
石
」
と
あ
る
。

　
　

�　

顔
師
古
が
い
う
。
漏
刻
を
治
め
る
こ
と
を
掌
る
の
で
、率
更（
時

刻
を
管
理
す
る
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
が
太
子
家
の
官

で
あ
る
。
更
の
音
は
工
衡
の
反
。

　
　

��

補
注　

銭
大
昭
が
い
う
。『
漢
旧
儀
』
に
「
太
子
率
更
令
は
、
官

秩
は
千
石
。
太
子
庶
子
・
太
子
舎
人
が
交
替
で
宿
直
す
る
の
を
掌

る
。
新
で
は
中
更
と
改
名
し
た
。
丞
は
一
人
、
官
秩
は
四
百
石
」、

「
太
子
家
令
は
、
官
秩
は
千
石
。
倉
・
獄
を
掌
る
」、「
太
子
僕
は
、

官
秩
は
千
石
。
馬
の
こ
と
を
掌
る
」、「
中
盾
は
、
官
秩
は
四
百
石
。

周
衛
・
徼
循
を
掌
る
」、「
太
子
衛
率
は
、
官
秩
は
比
千
石
。
丞
は

一
人
。
門
衛
を
掌
る
」
と
あ
る
（
以
上
、『
漢
書
弁
疑
』
巻
九
）。

　
　

�　

王
先
謙
が
い
う
。
太
子
家
令
の
例
は
、
鼂
錯
伝
・
疏
広
伝
に
見

え
る
。
率
更
令
・
家
令
・
家
丞
、
厨
・
厩
の
長
・
丞
の
例
は
、
王



八

莽
伝
に
見
え
る
。
中
盾
の
例
は
、叙
伝
に
見
え
る
。
応
劭
注
に「
徼

道
」
と
あ
る
の
は
、「
徼
循
」
の
誤
り
で
あ
る
。「
循
」
と
「
道
」

は
篆
書
の
字
形
が
似
て
い
る
。
官
本
に
は
注
の
末
尾
五
字
（「
更

音
工
衡
反
」）
が
無
い
。

　
　

� �

考
証　

漢
代
の
率
更
に
つ
い
て
顔
師
古
は
「
漏
刻
を
治
め
る
こ
と

を
掌
る
」
と
す
る
。
し
か
し
、
前
漢
の
率
更
の
職
掌
を
示
す
史
料

は
少
な
く
、時
代
は
下
る
が
、『
宋
書
』巻
四
〇
・
百
官
志
下
に
は「
率

更
令
は
一
人
。
宮
殿
の
門
戸
や
賞
罰
の
こ
と
を
掌
る
。
そ
の
職
掌

は
光
祿
勳
や
衛
尉
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、
ま
っ
た
く

異
な
る
役
割
を
記
す
。
率
更
が
漏
刻
を
掌
る
と
い
う
こ
と
は
『
隋

書
』
巻
二
八
・
百
官
志
下
に
隋
の
高
祖
の
官
制
と
し
て
「
率
更
令

は
伎
楽
と
漏
刻
を
掌
る
」
と
あ
り
、
唐
令
に
も
「
太
子
率
更
寺
は

漏
を
掌
る
」［
仁
井
田
陞　

一
九
三
三
］
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
顔

師
古
の
注
釈
は
唐
代
の
率
更
令
の
職
掌
を
ふ
ま
え
て
行
わ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
。

　
　

�　
「
周
衛
」
は
、巻
六
二
・
司
馬
遷
伝
に
「
周
衛
の
中
に
出
入
す
る
」

と
あ
り
、
顔
師
古
が
「
周
衛
と
は
宿
衛
の
周
密
な
こ
と
を
言
う
の

で
あ
る
」
と
注
し
て
い
る
。

　
　

�　

王
先
謙
が
王
莽
伝
に
見
え
る
と
す
る
「
率
更
令
・
家
令
・
家
丞
、

厨
・
厩
の
長
・
丞
」
は
、
い
ず
れ
も
太
子
家
で
は
な
く
安
漢
公
家

（
王
莽
家
）
に
置
か
れ
た
官
で
あ
る
。

　
　

�　
「
二
年
律
令
」秩
律
に
は
、詹
事
厩
長
が
見
え
る
が
官
秩
は
不
明
。

（
4)�

補
注　

銭
大
昭
が
い
う
。『
漢
旧
儀
』
に
「
食
官
令
は
、
官
秩
は

六
百
石
。
丞
は
一
人
」
と
あ
る
（
以
上
、『
漢
書
弁
疑
』
巻
九
）。

　
　

�　

王
先
謙
が
い
う
。
百
官
志
四
に
よ
れ
ば
、後
漢
に
は
中
宮
私
府
・

中
宮
永
巷
の
令
・
丞
は
各
一
人
あ
っ
た
。

　
　

� �

考
証　

○
私
府　
「
二
年
律
令
」
秩
律
に
は
、
官
秩
五
百
石
の
詹

事
私
府
長
が
見
え
る
。

　
　
　

○
永
巷　
「
二
年
律
令
」
秩
律
に
は
、
長
信
永
巷
が
見
え
る
。

　
　
　

○
倉　
「
二
年
律
令
」
秩
律
に
は
、
長
信
倉
が
見
え
る
。

　
　
　

○
祠
祀　
「
二
年
律
令
」
秩
律
に
は
、
長
信
祠
祀
が
見
え
る
。

（
5)�

注　

顔
師
古
が
い
う
。（
中
長
秋
か
ら
）
こ
こ
ま
で
が
い
ず
れ

も
皇
后
宮
の
官
職
で
あ
る
。

（
6)�

注　

顔
師
古
が
い
う
。皇
后
の
詹
事
を
廃
し
て
、（
そ
の
属
官
は
）

す
べ
て
大
長
秋
に
所
属
さ
せ
た
。

（
7)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
官
本
が
こ
こ
で
改
行
し
て
い
る
の
は
誤

り
で
あ
る
。

（
8)�

注　

張
晏
が
い
う
。太
后
の
居
住
す
る
宮
を
そ
の
官
名
と
し
た
。

長
信
宮
に
居
住
す
れ
ば
長
信
少
府
と
い
い
、
長
楽
宮
に
居
住
す
れ

ば
長
楽
少
府
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　

��

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
長
信
少
府
の
例
は
、
薛
広
徳
伝
・
平
当

伝
・
貢
禹
伝
・
韋
賢
伝
・
夏
侯
勝
伝
・
蓋
寛
饒
伝
に
見
え
る
。

　
　

� �
考
証　
『
史
記
』
巻
一
一
・
孝
景
本
紀
に
、
景
帝
中
六
年
四
月
に

他
の
諸
官
職
の
改
名
と
同
時
に
、
長
信
詹
事
を
長
信
少
府
と
改
名

し
た
こ
と
が
見
え
る
。

　
　

�　
［
安
作
璋
・
熊
鉄
基 

一
九
八
四
］
は
、
太
子
に
お
け
る
詹
事
は



九

皇
帝
に
お
け
る
少
府
に
相
当
す
る
と
す
る
。

（
9)�
補
注　

周
寿
昌
が
い
う
。
巻
一
一
・
哀
帝
紀
に
は
、
恭
皇
太
后

と
恭
太
后
に
「
そ
れ
ぞ
れ
左
右
詹
事
が
置
か
れ
た
」
と
あ
る
。
巻

九
七
下
・
外
戚
伝
下
に
は
、
傅
太
后
・
丁
后
・
成
帝
の
母
で
あ
る

太
皇
太
后
・
成
帝
の
趙
后
の
「
あ
わ
せ
て
四
人
の
太
后
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
少
府
・
太
僕
が
置
か
れ
、
官
秩
は
い
ず
れ
も
中
二
千
石
」

と
あ
る
（
以
上
『
漢
書
注
校
補
』
巻
一
一
）。

　
　

�　

王
先
謙
が
い
う
。
長
楽
少
府
の
例
は
、
夏
侯
勝
伝
・
外
戚
伝
・

王
莽
伝
に
見
え
る
。
哀
帝
の
時
に
、
傅
太
后
は
永
信
宮
に
居
住
し

て
い
た
の
で
永
信
少
府
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
巻
八
六
・
王
嘉

伝
に
見
え
る
。

　
　

� �

考
証　
［
王
輝
・
程
学
華　

一
九
九
九
］
に
よ
れ
ば
、
戦
国
秦
・

昭
襄
王
二
九
年
（
前
二
八
〇
）
の
「
二
十
九
年
奩
」
の
銘
文
に
大

后
詹
事
が
み
え
る
。

　
　

�　

詹
事
の
官
が
廃
止
さ
れ
た
の
ち
、
後
嗣
の
無
い
成
帝
を
継
い
で

哀
帝
が
傍
系
の
定
陶
王
か
ら
即
位
し
た
時
点
で
は
、
王
太
皇
太
后

（
元
帝
皇
后
）
と
許
皇
太
后
（
成
帝
皇
后
）
の
二
人
の
太
后
が
存

在
し
て
い
た
。
し
か
し
哀
帝
は
定
陶
傅
太
后
（
哀
帝
祖
母
）
と
丁

姫
（
哀
帝
生
母
）
を
尊
重
す
る
た
め
に
、
皇
太
后
・
皇
后
の
称
号

を
贈
り
「
左
右
詹
事
を
置
」
い
た
。
廃
止
さ
れ
た
詹
事
の
官
を
復

活
さ
せ
た
の
は
、
王
太
皇
太
后
・
許
皇
太
后
に
置
か
れ
た
長
信
少

府
と
同
等
と
す
る
こ
と
を
憚
っ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し

翌
年
、
傅
・
丁
両
后
に
は
さ
ら
に
皇
太
太
后
・
帝
太
后
の
尊
号
を

贈
り
、
王
・
許
両
后
と
待
遇
を
等
し
く
す
べ
く
、
少
府
・
太
僕
の

官
を
置
い
た
の
で
あ
る
。

二
〇
、
将
行

原
文

　
將
行
、秦
官
（
1
）。
景
帝
中
六
年
、更
名
大
長
秋
（
2
）。
或
用
中
人
、

或
用
士
人
（
3
）。

訓
読

　

将
行
は
、
秦
官
な
り
（
1
）。
景
帝
中
六
年
、
更
め
て
大
長
秋
と
名

づ
く 

（
2
）。
或
い
は
中
人
を
用
い
、
或
い
は
士
人
を
用
う
（
3
）。

現
代
語
訳

　

将
行
は
、
秦
官
で
あ
る
（
1
）。
景
帝
中
六
年
（
前
一
四
五
）、
大
長

秋
と
改
名
し
た
（
2
）。
中
人
（
宦
官
）
を
任
用
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

士
人
を
任
用
す
る
こ
と
も
あ
る
（
3
）。

注
釈

（
1)�
注　

応
劭
が
い
う
。
皇
后
の
卿
で
あ
る
。

　
　

��
補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
百
官
志
四
に「
秦
の
将
行
を
継
承
し
た
。

宦
官
で
あ
る
」
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　
「
二
年
律
令
」
秩
律
に
は
、
詹
事
将
行
は
、
官
秩
は
六
百



一
〇

石
と
見
え
る
。

 
（
2)�

注　

顔
師
古
が
い
う
。
秋
は
実
り
を
収
穫
す
る
時
で
あ
り
、

長
は
恒
久
の
意
味
で
あ
る
。
ゆ
え
に
皇
后
の
官
の
名
と
し
た
の

で
あ
る
。

　
　

��

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
大
長
秋
の
例
は
、
外
戚
伝
に
見
え
る
。

　
　

� �

考
証　

将
行
か
ら
大
長
秋
へ
の
改
名
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
巻

一
一
・
孝
景
本
紀
・
中
六
年
六
月
に
見
え
る
。

　
　

�　

長
秋
と
い
う
呼
称
の
意
に
つ
い
て
は
、
顔
師
古
説
の
ほ
か
に
、

「
お
よ
そ
万
物
の
次
序
と
し
て
、
春
に
誕
生
し
て
秋
に
成
熟
す
る
。

宮
中
の
祥
が
そ
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
、（
皇
后
の
官
に
）

名
づ
け
た
の
で
あ
る
」、
お
よ
び
「
皇
后
は
（
陰
陽
で
区
分
す
る

な
ら
ば
）
陰
官
で
あ
り
、
秋
は
陰
の
始
ま
り
（
の
季
節
）
で
あ
る

の
で
、
そ
の
字
を
用
い
、
長
字
は
そ
の
長
久
な
る
こ
と
を
願
う
の

で
あ
る
」（
い
ず
れ
も
『
北
堂
書
鈔
』
巻
五
四
・
設
官
部
六
・
大

長
秋
に
引
く
韋
昭
『
弁
釈
名
』）
な
ど
、多
様
な
解
釈
が
存
在
す
る
。

　
　

�　
「
二
年
律
令
」
秩
律
に
は
、
長
秋
中
謁
者
・
長
秋
謁
者
は
、
官

秩
は
六
百
石
と
見
え
る
。

（
3)�

注　

顔
師
古
が
い
う
。中
人
と
は
奄
人（
宦
官
）の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

��

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
百
官
志
四
に
、後
漢
は
前
漢
に
因
っ
た
。

「
常
に
宦
官
を
任
用
し
、
職
は
皇
后
の
命
令
を
宣
布
す
る
こ
と
を

掌
る
。
お
よ
そ
皇
后
の
親
族
に
賜
与
す
る
、
お
よ
び
親
族
が
謁
見

す
る
に
当
た
っ
て
は
こ
れ
を
取
り
次
ぐ
。
皇
后
が
外
出
す
れ
ば
お

供
す
る
。
丞
が
あ
る
」
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　
『
周
礼
』
春
官
・
世
婦
の
鄭
玄
注
に
「
漢
の
始
め
は
大
長
秋
・

詹
事
・
中
少
府
・
太
僕
も
ま
た
士
人
を
任
用
し
た
」
と
あ
る
よ
う

に
、
士
人
も
用
い
ら
れ
た
。

二
一
、
典
属
国

　
原
文

　
典
屬
國
（
1
）、秦
官
（
2
）。
掌
蠻
夷
降
者
（
3
）。
武
帝
元
狩
三
年
、

昆
邪
王
降
（
4
）、
復
增
屬
國
（
5
）、
置
都
尉
・
丞
・
候
・
千
人
（
6
）。

屬
官
九
譯
令
（
7
）。
成
帝
河
平
元
年
、
省
幷
大
鴻
臚
。

訓
読

　

典
属
国
は
（
1
）、
秦
官
な
り
（
2
）。
蛮
夷
の
降
者
を
掌
る
（
3
）。

武
帝
元
狩
三
年
、昆
邪
王
降
る
に（
4
）、復
た
属
国
を
増
し（
5
）、都
尉
・

丞
・
候
・
千
人
を
置
く
（
6
）。
属
官
に
九
訳
令
あ
り
（
7
）。
成
帝
河

平
元
年
、
省
き
て
大
鴻
臚
に
并
す
。

現
代
語
訳

　

典
属
国
は
（
1
）、
秦
官
で
あ
る
（
2
）。
蛮
夷
の
内
服
し
た
者
を
掌

る
（
3
）。

　

武
帝
元
狩
三
年
（
前
一
二
〇
）
に
、昆
邪
王
が
降
伏
し
た
と
き
（
4
）、

さ
ら
に
属
国
を
増
や
し
（
5
）、
都
尉
・
丞
・
候
・
千
人
を
置
い
た
（
6
）。

　

属
官
に
九
訳
令
が
あ
る
（
7
）。



一
一

　

成
帝
河
平
元
年
（
前
二
八
）
に
、
典
属
国
を
廃
し
て
大
鴻
臚
に
統
合

し
た
。

注
釈

（
1)�

考
証　

属
国
に
つ
い
て
、
顏
師
古
は
「
そ
の
国
号
を
残
し
て
漢
朝

に
属
す
る
」
と
い
う
（
巻
六
・
武
帝
紀
・
元
狩
二
年
）。
ま
た
『
史
記
』

巻
一
一
一
・
衛
将
軍
驃
騎
列
伝
に
「
降
者
を
辺
疆
の
五
郡
の
故
塞

の
外
に
分
け
て
徙
し
、
い
ず
れ
も
河
南
（
オ
ル
ド
ス
地
方
）
に
居

ら
せ
、
そ
の
故
俗
を
残
し
て
属
国
と
し
た
」
と
あ
る
。
こ
こ
の
正

義
に
は
「
降
伏
し
て
来
た
民
を
徙
し
て
五
郡
を
置
い
た
。
各
々
本

国
の
習
俗
を
残
し
て
漢
に
属
さ
せ
た
、
そ
れ
故
に
属
国
と
言
う
の

で
あ
る
」
と
あ
る
。

（
2)�

考
証　

秦
の
典
属
国
に
つ
い
て
は
、
典
属
邦
と
称
さ
れ
て
い
た
と

推
定
さ
れ
る
。［
百
官
公
卿
表
訳
注（
二
）　

二
〇
一
一
］二
、相
国
・

丞
相
、（
2
）�

考
証
参
照
。
ま
た
秦
の
「
属
邦
」
に
つ
い
て
は
、「
秦

律
十
八
種
」
属
邦
律
や
「
呂
不
韋
戈
」・「
呂
不
韋
詔
事
戈
」
な
ど

に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
わ
か
る
［
工
藤
元
男　

一
九
九
八
ａ
］。

（
3)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
典
属
国
の
例
は
、
李
広
伝
・
蘇
武
伝
・

馮
奉
世
伝
に
見
え
る
。

　
　

� �

考
証　
［
熊
谷
滋
三　

一
九
九
七
］
は
、
典
属
国
は
、「
蛮
夷
降
者
」

つ
ま
り
内
臣
と
な
っ
た
異
民
族
を
管
理
す
る
官
と
し
、
こ
れ
に
対

し
て
典
客
（
大
鴻
臚
）
は
「
諸
帰
義
蛮
夷
」
つ
ま
り
客
臣
や
朝
貢

国
の
異
民
族
を
管
理
す
る
官
で
あ
っ
た
と
す
る
。

（
4)�

注　

顔
師
古
が
い
う
。
昆
の
音
は
下
門
の
反
。

　
　

� �

考
証　

巻
六
・
武
帝
紀
に
よ
る
と
、
昆
邪
王
の
来
降
は
元
狩
二
年

（
前
一
二
一
）
の
こ
と
で
あ
る
。（
6
）
補
注
を
参
照
。

（
5)�

考
証　

武
帝
期
以
前
に
典
属
国
の
官
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
文
帝

期
に
「
属
国
悍
」（『
史
記
』
巻
一
〇
・
孝
文
本
紀
・
後
七
年
）
が

あ
る
ほ
か
、景
帝
期
の
「
典
属
国
公
孫
昆
邪
」（
巻
五
四
・
李
広
伝
）

が
あ
る
［
工
藤
元
男　

一
九
九
八
ａ
］。

（
6)�

補
注　

周
寿
昌
が
い
う
。
巻
六
・
武
帝
紀
、
元
狩
二
年
（
前

一
二
一
）「
秋
、
匈
奴
昆
邪
王
が
来
降
し
、
五
属
国
を
置
い
て
そ

こ
に
居
住
さ
せ
た
」
と
あ
る
。
百
官
表
上
が
「
三
年
」
と
す
る
の

は
誤
り
で
あ
る
。
五
属
国
は
安
定
・
天
水
・
上
郡
・
西
河
・
五
原

で
あ
る
。
巻
八
・
宣
帝
紀
、
神
爵
二
年
（
前
六
〇
）
に
「
金
城
属

国
を
置
い
て
、
降
っ
た
羌
を
居
住
さ
せ
た
」
と
、
五
鳳
三
年
（
前

五
五
）
に
「
西
河
・
北
地
属
国
を
置
い
て
、
匈
奴
の
降
っ
た
者
を

居
住
さ
せ
た
」
と
あ
る
。
一
般
に
属
国
は
い
ず
れ
も
都
尉
が
統
治

す
る
（
以
上
、『
漢
書
注
校
補
』
巻
一
一
）。

　
　�

　
王
先
謙
が
い
う
。
属
国
都
尉
の
例
は
、
劉
歆
伝
・
匈
奴
伝
・
西

域
伝
・
叙
伝
に
見
え
る
。

　
　

� �

考
証　
［
施
之
勉　

二
〇
〇
三
］
は
、
功
臣
表
の
記
述
な
ど
か
ら
、

昆
邪
王
ら
の
封
侯
や
五
属
国
の
設
置
は
元
狩
三
年
の
こ
と
で
あ

り
、
百
官
表
の
記
述
は
正
し
い
と
す
る
。

　
　

�　
（
1
）�
考
証
に
あ
げ
た
、『
史
記
』
巻
一
一
一
・
衛
将
軍
驃
騎
列

伝
の
正
義
に
は
、
五
属
国
の
置
か
れ
た
郡
と
し
て
「
隴
西
・
北
地
・



一
二

上
郡
・
朔
方
・
雲
中
」
を
あ
げ
る
。
た
だ
、
異
説
も
あ
り
、［
鎌

田
重
雄　

一
九
六
二
］
は
、「
上
郡
・
朔
方
・
雲
中
・
五
原
・
張
掖
」

と
す
る
（
第
七
章
・
属
国
都
尉
）。

　
　

�

○
属
国
都
尉
は
、居
延
漢
簡
に
「
属
国
都
尉
千
秋
・
丞
充
」（68.48

）

や「
領
河
西
五
郡
大
将
軍
張
掖
属
国
都
尉
融
」（E.P.F22-70

）、「
行

河
西
大
将
軍
事
涼
州
牧
守
張
掖
属
国
都
尉
融
」（E.P.F22-825

）

と
あ
る
。
百
官
志
五
に
官
秩
は
比
二
千
石
と
あ
る
。

　
　

�

○
丞
は
、
先
に
挙
げ
た
居
延
漢
簡
の
例
に
、
属
国
都
尉
丞
充
と
あ

る
。
ま
た
、
百
官
志
五
に
は
属
国
都
尉
の
「
丞
一
人
」
と
あ
る
。

　
　

�

○
候
は
、『
隷
釈
』九
に「
広
漢
属
国
候
李
翊
碑
」が
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
後
漢
の
例
で
あ
る
。

　
　

�

○
千
長
・
百
長
は
、
巻
九
四
上
・
匈
奴
伝
上
に
「
属
国
千
長
義
渠

王
の
騎
士
、
犁
汚
王
を
射
殺
す
」
と
あ
り
、
顔
師
古
は
「
千
長
と

は
千
人
の
長
な
り
」
と
注
す
る
。
ま
た
、
居
延
漢
簡
に
「
第
二
亭

長
舒
、属
国
百
長
・
千
長
に
付
す
」（148.1=148.42

）
と
見
え
る
。 

［
陳
直　

一
九
八
六
］
は
「
千
長
・
百
長
は
簡
称
で
あ
ろ
う
、
そ

の
上
に
は
胡
名
が
附
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
」と
し
、『
漢
印
文
字
徴
』

第
八
に
見
え
る
「
張
掖
属
国
左
盧
水
（
小
）
長
」
印
と
『
金
石
索
』

金
索
五
・
璽
印
の
属
に
見
え
る
「
漢
盧
水
仟
長
」
の
印
か
ら
、
盧

水
は
胡
族
の
名
と
す
る
。

（
7)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。『
尚
書
大
伝
』
に
「
周
の
成
王
の
時
、

越
裳
氏
は
九
た
び
重
訳
し
白
雉
を
献
ず
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

九
訳
と
官
に
命
名
し
た
。

　
　

� �

考
証　

王
先
謙
が
引
く
『
尚
書
大
伝
』
は
、『
文
選
』
巻
四
六
・

王
元
長
「
曲
水
詩
序
」
の
李
善
注
に
見
ら
れ
る
。

　
　

�　
［
陳
直　

一
九
七
九
］
は
、
九
訳
令
と
大
鴻
臚
の
訳
官
の
性
質

は
同
じ
で
あ
っ
た
か
ら
両
官
は
合
併
さ
れ
た
と
す
る
が
、
成
帝
河

平
元
年
（
前
二
八
）
に
大
鴻
臚
に
統
合
さ
れ
た
の
は
、
典
属
国
全

体
で
あ
り
九
訳
令
だ
け
で
は
な
い
。

　
　

�　

百
官
表
に
は
見
え
な
い
が
、
属
官
と
し
て
以
下
の
例
が
あ
げ
ら

れ
る
。

　
　

○
司
馬
の
例
は
、居
延
漢
簡
に「
張
掖
属
国
司
馬
」（53.8

）と
あ
る
。

　
　

�

○
倉
宰
の
例
は
、［
羅
福
頤　

一
九
八
七
］
巻
四
・
新
莽
官
印
に
「
属

国
倉
宰
」
と
あ
る
。

二
二
、
水
衡
都
尉

原
文

　
水
衡
都
尉
（
1
）、
武
帝
元
鼎
二
年
、
初
置
。
掌
上
林
苑
（
2
）、
有

五
丞
（
3
）。
屬
官
有
上
林
・
均
輸
・
御
羞
・
禁
圃
・
輯
濯
・
鍾
官
・

技
巧
・
六
廏
・
辯
銅
九
官
令
・
丞
（
4
）。
又
衡
官
・
水
司
空
・
都
水
・

農
・
倉
、
又
甘
泉
上
林
・
都
水
七
官
長
・
丞
皆
屬
焉
（
5
）。
上
林
有

八
丞
・
十
二
尉
（
6
）、
均
輸
四
丞
、
御
羞
兩
丞
、
都
水
三
丞
、
禁
圃

兩
尉
、
甘
泉
上
林
四
丞
（
7
）。
成
帝
建
始
二
年
、
省
技
巧
・
六
廏
官

（
8
）。
王
莽
改
水
衡
都
尉
曰
予
虞
。
初
、
御
羞
・
上
林
・
衡
官
及
鑄
錢

皆
屬
少
府
（
9
）。



一
三

訓
読

　

水
衡
都
尉
は
（
1
）、
武
帝
元
鼎
二
年
、
初
め
て
置
く
。
上
林
苑
を

掌
り
（
2
）、
五
丞
有
り
（
3
）。
属
官
に
上
林
・
均
輸
・
御
羞
・
禁
圃
・

輯
濯
・
鍾
官
・
技
巧
・
六
厩
・
弁
銅
の
九
官
の
令
・
丞
有
り
（
4
）。

又
た
衡
官
・
水
司
空
・
都
水
・
農
・
倉
、
又
た
甘
泉
上
林
・
都
水
の
七

官
の
長
・
丞
は
皆
な
焉
に
属
す
（
5
）。
上
林
に
八
丞
・
十
二
尉
有
り

（
6
）、
均
輸
に
四
丞
あ
り
、
御
羞
に
両
丞
あ
り
、
都
水
に
三
丞
あ
り
、

禁
圃
に
両
尉
あ
り
、
甘
泉
上
林
に
四
丞
あ
り
（
7
）。
成
帝
建
始
二
年
、

技
巧
・
六
厩
の
官
を
省
く
（
8
）。
王
莽
、
水
衡
都
尉
を
改
め
て
予
虞

と
曰
う
。
初
め
、
御
羞
・
上
林
・
衡
官
及
び
鋳
銭
は
皆
な
少
府
に
属
す

（
9
）。

現
代
語
訳

　

水
衡
都
尉
は
（
1
）、
武
帝
元
鼎
二
年
（
前
一
一
五
）
に
、
初
め
て

設
置
し
た
。
上
林
苑
を
管
轄
し
（
2
）、
五
丞
が
あ
る
（
3
）。

　

属
官
に
上
林
・
均
輸
・
御
羞
・
禁
圃
・
輯
濯
・
鍾
官
・
技
巧
・
六
厩
・

弁
銅
の
九
官
の
令
・
丞
が
あ
る
（
4
）。
ま
た
、
衡
官
・
水
司
空
・
都
水
・

農
・
倉
、
そ
し
て
甘
泉
上
林
・
甘
泉
都
水
の
七
官
の
長
・
丞
は
、
い
ず

れ
も
こ
れ
に
属
し
た
（
5
）。
上
林
に
は
八
丞
・
十
二
尉
が
あ
り
（
6
）、

均
輸
に
は
四
丞
が
あ
り
、
御
羞
に
は
二
丞
が
あ
り
、
都
水
に
は
三
丞
が

あ
り
、
禁
圃
に
は
二
尉
が
あ
り
、
甘
泉
上
林
に
は
四
丞
が
あ
る
（
7
）。

成
帝
建
始
二
年
（
前
三
一
）、
技
巧
・
六
厩
の
官
を
廃
し
た
（
8
）。

　

王
莽
は
水
衡
都
尉
を
予
虞
と
改
称
し
た
。

　

初
め
、
御
羞
・
上
林
・
衡
官
や
鋳
銭
は
い
ず
れ
も
少
府
に
属
し
た
（
9
）。

注
釈

（
1)�

注　

応
劭
が
い
う
。
昔
は
山
林
の
官
を
衡
と
い
っ
た
。
す
べ
て

の
池
苑
を
掌
る
の
で
水
衡
と
称
す
る
の
で
あ
る
。

　
　

�　

張
晏
が
い
う
。
都
水
と
上
林
苑
と
を
掌
る
の
で
水
衡
と
い
う
。

す
べ
て
の
官
を
掌
る
の
で
都
と
い
う
。
卒
徒
と
武
備
が
あ
る
の
で

尉
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　

�　

顔
師
古
が
い
う
。
衡
は
、
平
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
の
税
入

を
計
る
こ
と
を
掌
る
の
で
あ
る
。

　
　

� �

考
証　
［
加
藤
繁 

一
九
五
二
］
は
、
顔
説
よ
り
は
応
・
張
の
説
が

妥
当
と
し
つ
つ
、
山
林
池
沢
の
税
を
掌
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
名
称

で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

（
2)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
巻
二
四
下
・
食
貨
志
下
に
「
初
め
、
大

農
が
塩
鉄
を
管
轄
し
、
官
銭
が
多
か
っ
た
の
で
、
水
衡
を
設
置
し
、

塩
鉄
を
掌
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
楊
可
が
告
緡
制
を
導
入
す
る
に
及

ん
で
、
上
林
苑
の
財
物
（「
財
」
を
王
先
謙
本
は
「
貯
」
に
誤
る
）

が
多
く
な
り
、
そ
こ
で
水
衡
に
上
林
苑
を
掌
ら
せ
た
」
と
あ
る
。

百
官
志
三
に
「
武
帝
が
水
衡
都
尉
を
設
置
し
た
。
官
秩
は
比
二
千

石
、
少
府
と
は
別
に
上
林
苑
の
離
宮
・
燕
休
の
場
所
（
宴
会
・
休

憩
の
場
所
）
を
掌
ら
せ
た
」
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

補
注
に
引
く
食
貨
志
の
原
文
に
は
「
官
布
多
」
と
あ
る

が
、『
史
記
』
巻
三
〇
・
平
準
書
の
索
隱
に
「
布
と
は
泉
布
を
謂
う
」



一
四

と
あ
り
、「
官
銭
」
の
意
味
で
あ
る
。

　
　

�　

楊
可
の
告
緡
制
と
は
、
脱
税
者
の
告
発
を
奨
励
し
た
制
度
で
、

告
発
者
に
は
脱
税
者
か
ら
没
収
し
た
資
産
の
半
ば
を
褒
賞
と
し
て

与
え
た
。
こ
の
制
度
の
開
始
は
、
水
衡
都
尉
設
置
の
翌
年
、
元
鼎

三
年
（
前
一
一
四
）
で
あ
る
。
加
藤
繁
は
、
水
衡
都
尉
設
置
の
理

由
を
上
林
苑
に
関
連
し
た
さ
ま
ざ
ま
の
事
務
が
膨
張
し
た
た
め
少

府
か
ら
独
立
さ
せ
た
も
の
と
考
え
た
［
加
藤
繁　

一
九
五
二
］。

妥
当
な
考
え
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
設
置
の
当
初
よ
り
水
衡
都

尉
が
上
林
苑
を
管
轄
に
置
い
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
告
緡
制
導
入

に
よ
っ
て
上
林
苑
を
管
轄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
食
貨
志
の

説
明
と
は
合
わ
な
い
。

（
3)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
水
衡
丞
の
例
は
、
龔
遂
伝
に
見
え
る
。

（
4)�

注　

如
淳
が
い
う
。
御
羞
は
地
名
で
あ
り
、
藍
田
に
あ
る
。
そ

の
土
地
は
肥
沃
で
多
く
の
御
進
物
を
産
出
し
、
揚
雄
伝
に
は
こ
れ

を
御
宿し
ゅ
うと

い
っ
て
い
る
。『
三
輔
黄
図
』
は
御
羞
・
宜
春
は
い
ず

れ
も
苑
の
名
と
す
る
。
輯
濯
は
、
船
官
で
あ
る
。
鍾
官
は
、
銭
の

鋳
造
を
掌
る
官
で
あ
る
。
弁
銅
は
、
銅
の
種
類
を
分
別
す
る
こ
と

を
掌
る
。

　
　�

　
顔
師
古
が
い
う
。
御
宿
と
は
、
今
の
長
安
城
南
の
御
宿
川
で
あ

り
、
藍
田
に
は
な
い
。
羞
と
宿
と
の
音
が
近
く
、
あ
る
い
は
御
羞

と
い
い
、あ
る
い
は
御
宿
と
い
う
の
で
あ
る
。
羞
と
は
、珍
羞
（
珍

し
い
食
）
を
産
出
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
宿
と
は
、
止
宿
の
意
味

で
あ
る
。
輯
の
読
み
は
楫
と
同
じ
で
、
音
は
集
で
あ
る
。
濯
の
音

は
直
孝
の
反
。（
輯
と
濯
は
）
い
ず
れ
も
船
を
す
す
め
る
手
段
だ

か
ら
で
あ
る
。『
漢
旧
儀
』
に
「
天
子
六
厩
と
は
、
未
央
・
承
華
・

騊
駼
・
騎
馬
・
輅
軨
・
大
厩
で
あ
り
、
馬
は
い
ず
れ
も
一
万
匹
」

と
い
う
。
百
官
表
に
よ
れ
ば
、太
僕
の
属
官
に
大
厩
・
未
央
・
輅
軨
・

騎
馬
・
騊
駼
・
承
華
が
あ
る
が
、
水
衡
に
は
六
厩
技
巧
官
と
い
う
。

こ
れ
は
つ
ま
り
技
巧
の
徒
で
六
厩
に
供
す
る
者
は
、
そ
の
官
は
水

衡
に
別
属
し
た
の
で
あ
る
。

　
　

��

補
注　

劉
攽
が
い
う
。
百
官
表
に
書
か
れ
て
い
る
水
衡
都
尉
の
九

つ
の
属
官
で
、
技
巧
・
六
厩
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
官
職
で
あ
り
、

後
に
技
巧
・
六
厩
は
廃
さ
れ
た
。
顔
師
古
が
こ
れ
を
一
つ
の
官
職

と
し
て
し
ま
っ
た
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
上
林
苑
に
は

上
林
苑
で
六
厩
に
令
・
丞
が
一
人
ず
つ
い
て
、
こ
れ
を
掌
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
後
に
（
天
子
の
）
六
厩
等
に
そ
れ
ぞ
れ
別
に
官
が

あ
っ
た
が
、
こ
の
六
厩
で
は
な
い
（
以
上
、
官
本
考
証
）。

　
　�

　
何
焯
が
い
う
。
御
羞
と
禁
圃
は
同
じ
類
の
も
の
を
な
ら
べ
て
い

る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
珍
羞
を
産
出
す
る
地
名
で
あ
る
。
如
淳

の
藍
田
に
あ
る
と
い
う
説
が
比
較
的
正
し
く
、
顔
師
古
の
よ
う
に

御
宿
川
を
こ
れ
に
当
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
以
上
、『
義
門
読

書
記
』
巻
一
六
）。

　
　�
　
周
寿
昌
が
い
う
。『
三
輔
黄
図
』
巻
四
・
苑
囿
に
「
御
宿
苑
は

長
安
城
南
の
御
宿
川
の
中
に
あ
る
。
漢
の
武
帝
が
離
宮
の
別
館
を

造
り
、
人
の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
て
、（
自
ら
は
）
往
来
游
観
し
、

そ
の
中
で
止
宿
し
た
た
め
に
御
宿
と
い
う
。『
三
秦
記
』
に
は
「
御



一
五

宿
園
」
と
い
う
」
と
あ
る
。
顔
師
古
が
、
羞
と
宿
の
音
が
近
い
か

ら
こ
れ
に
当
て
て
い
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
（
以
上
、『
漢
書
注

校
補
』
巻
一
一
）。

　
　�

　
王
先
謙
が
い
う
。
上
林
令
の
例
は
、
張
釈
之
伝
に
見
え
る
。
百

官
志
三
に
「
上
林
苑
令
・
丞
、各
一
人
」
と
あ
る
。
輯
濯
士
の
例
は
、

劉
屈
氂
伝
に
見
え
る
。
鍾
官
の
例
は
、食
貨
志
に
見
え
る
。
禁
圃
は
、

巻
九
・
元
帝
紀
で
は
禁
囿
に
作
っ
て
い
る
。

　
　

� �

考
証　

○
上
林　
［
陳
直　

一
九
七
九
］
は
、『
古
文
苑
』
に
載
る

楊
雄
『
百
官
箴
』
に
「
上
林
苑
令
箴
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
上

林
苑
令
」
が
正
式
名
称
で
あ
る
と
す
る
。
百
官
志
三
に
は
「
上
林

苑
令
は
一
人
、
官
秩
は
六
百
石
。（
略
）
丞
・
尉
は
各
一
人
」
と

あ
る
。
ま
た
、［
孫
慰
祖　

一
九
九
三
］
に
は
「
上
林
丞
印
」「
上

林
尉
印
」
が
見
え
る
。

　
　

�　

上
林
の
属
吏
と
し
て
、「
上
林
詔
獄
」
が
存
し
、
建
始
元
年
（
前

三
二
）
に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
が
、
巻
一
〇
・
成
帝
紀
に
見
え
る
。

そ
の
顔
師
古
注
に
引
か
れ
た
『
漢
旧
儀
』
に
は
「
上
林
詔
獄
は
苑

中
の
禽
獣
宮
館
の
事
を
治
め
る
こ
と
を
掌
る
、
水
衡
に
属
す
」
と

あ
る
。『
金
石
萃
編
』漢
一
八
に「
上
林
農
官
」の
瓦
当
が
み
え
る
が
、

巻
二
四
下
・
食
貨
志
下
に
「
水
衡
・
少
府
・
太
僕
・
大
農
に
そ
れ

ぞ
れ
農
官
を
置
い
た
」と
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、［
陳
直　

一
九
七
九
］

は
、
虎
園
嗇
夫
（
巻
五
〇
・
張
釈
之
伝
）・
狗
監
（
巻
五
六
・
司

馬
相
如
伝
）
が
あ
っ
た
と
し
、
さ
ら
に
上
林
苑
に
は
供
府
（『
漢

金
文
録
』
巻
一
「
元
延
乗
輿
鼎
」
に
見
え
る
）・
寺
工
（『
小
校
経

閣
金
文
』
巻
一
一
「
池
陽
鐙
」
に
見
え
る
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
郡

国
の
工
官
に
相
当
す
る
と
し
て
い
る
。
巻
九
三
・
李
延
年
伝
に
は

「
李
延
年
は
法
に
触
れ
て
腐
刑
に
処
せ
ら
れ
、
狗
監
中
に
勤
務
し

た
」
と
あ
り
、
顔
師
古
は
「
天
子
の
狗
を
掌
る
、
そ
の
中
で
事
に

供
し
た
」
と
注
し
て
い
る
。

　
　

�

○
均
輸　
『
史
記
』
巻
三
〇
・
平
準
書
に
は
「
す
べ
て
の
郡
国
に

鋳
銭
を
禁
じ
、
上
林
三
官
だ
け
に
鋳
造
さ
せ
た
」
と
あ
り
、
そ

の
集
解
に
「
上
林
の
均
輸
・
鍾
官
・
弁
銅
令
」
を
指
す
と
す
る
。

［
陳
直　

一
九
七
九
］
は
、
上
林
苑
内
の
均
輸
の
事
を
掌
る
と
す

る
。 

［
西
安
文
物
保
護
修
復
中
心　

二
〇
〇
四
］
は
、
均
輸
・
鍾

官
・
弁
銅
の
三
官
が
銭
の
鋳
造
な
ら
び
に
原
材
料
の
銅
の
運
輸

に
あ
た
っ
た
と
す
る
。
均
輸
に
つ
い
て
は
［
百
官
公
卿
表
訳
注

（
四
）　

二
〇
一
二
］「
治
粟
内
史
」
注
（
4
）�

考
証
を
参
照
。

　
　

�

○
御
羞　
『
三
輔
黄
図
』
巻
四
・
苑
囿
に
引
か
れ
た
『
三
秦
記
』

に
は
「
御
宿
園
は
栗
を
出
す
、
十
五
枚
一
勝
」
と
あ
る
。［
陳

直　

一
九
七
九
］
は
、
御
羞
は
御
饈
の
省
略
で
あ
り
、
帝
王
の
た

め
の
膳
饈
の
原
料
を
所
管
し
た
と
す
る
。 

秦
封
泥
に「
御
羞
丞
印
」

の
例
が
見
え
る
［
周
暁
陸
・
路
東
之　

二
〇
〇
〇
］。

　
　

�

○
禁
圃　
［
陳
直　

一
九
七
九
］
は
、『
封
泥
考
略
』
巻
一
に

「
禁
圃
左
丞
」
の
封
泥
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
禁
圃
令
に
は
二
人

の
丞
が
い
て
百
官
表
と
は
異
な
る
と
す
る
。［
安
作
璋
・
熊
鉄

基　

一
九
八
四
］
は
、
名
前
か
ら
す
る
と
上
林
苑
中
で
野
菜
の
類

を
栽
培
す
る
場
所
と
す
る
。



一
六

　
　

�

○
輯
濯　
［
陳
直　

一
九
七
九
］
は
、『
陝
西
通
志
』
巻
九
八
・
拾
遺

一
に
、宋
の
政
和
中
同
官
蒲
氏
蔵
の
「
輯
濯
丞
印
」
が
あ
る
と
す
る
。

　
　

�
○
鍾
官　

均
輸
の
項
を
参
照
。 

［
加
藤
繁　

一
九
五
二
］
は
、
鍾

官
で
「
鍾
鼎
の
如
き
銅
器
も
鋳
造
し
た
で
あ
ら
う
。
鍾
官
の
名
は

そ
こ
か
ら
起
こ
っ
た
の
で
あ
ら
う
」
と
推
測
し
て
い
る
。 

陳
直

は
「
鐘
官
火
丞
」（『
再
続
封
泥
考
略
』
巻
一
）
と
「
鐘
官
錢
丞
」（
陳

直
旧
蔵
、
後
、
西
北
大
学
文
物
陳
列
室
蔵
）
か
ら
、
鍾
官
令
に
は

二
丞
が
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
鋳
銭
を
行
う
「
上
林
三
官
」
に

つ
い
て
は
、
出
土
し
た
封
泥
や
漢
印
と
銭
范
か
ら
、
鍾
官
・
技
巧
・

弁
銅
の
三
令
・
丞
で
あ
る
と
し
、
鍾
官
は
鼓
鋳
を
掌
り
、
技
巧
は

刻
范
を
掌
り
、
弁
銅
は
原
料
を
掌
り
、
そ
の
職
守
上
は
非
常
に
明

ら
か
に
分
れ
て
い
た
と
す
る
［
陳
直　

一
九
七
九
］。［
安
作
璋
・

熊
鉄
基　

一
九
八
四
］
は
、
上
林
苑
内
外
の
山
林
の
鉱
物
等
の
税

を
掌
り
、
一
部
分
は
鋳
銭
の
こ
と
を
も
管
理
し
て
い
た
と
す
る
。

　
　

�

○
技
巧　

鍾
官
の
項
を
参
照
。［
加
藤
繁　

一
九
五
二
］
は
、
六

厩
の
馬
匹
が
使
用
す
る
器
具
を
製
造
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。

「
技
巧
銭
丞
」（『
再
続
封
泥
考
略
』
巻
一
）
や
「
巧
二
」
の
題
字

を
も
つ
五
銖
范
（『
関
中
秦
漢
陶
録
』
巻
四
、
西
安
漢
城
向
家
巷

出
土
）
の
存
在
か
ら
、［
安
作
璋
・
熊
鉄
基　

一
九
八
四
］
は
、

技
巧
は
范
を
刻
す
る
官
で
あ
る
と
す
る
。

　
　

�

○
六
厩　

太
僕
に
六
厩
が
見
ら
れ
る
。［
百
官
公
卿
表
訳
注

（
四
）　

二
〇
一
二
］「
太
僕
」
注
（
4
）
参
照
。

　
　

�

○
弁
銅　

均
輸
・
鍾
官
の
項
を
参
照
。

（
5)�

補
注　

劉
攽
が
い
う
。
都
水
官
は
処
々
の
官
に
見
え
る
。
百
官
表

を
案
ず
る
に
、
少
府
や
三
輔
に
は
い
ず
れ
も
あ
る
。
水
衡
の
属
官

で
は
、
先
に
九
官
の
令
・
丞
を
叙
述
し
、
後
に
長
・
丞
を
列
挙
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
上
林
と
言
っ
て
い
る
。
推
し
量
る
に
上
林
令
と

上
林
長
が
並
置
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
甘
泉

上
林
長
で
一
つ
の
官
職
で
、
甘
泉
都
水
で
一
つ
の
官
職
で
あ
る
。

衡
官
以
下
は
全
部
で
六
官
、七
と
言
う
の
は
誤
り
で
あ
る
（
以
上
、

官
本
考
証
）。

　
　�

　
沈
欽
韓
が
い
う
。
漢
李
翕
碑
（『
隷
釈
』
巻
四
・
武
都
太
守
李

翕
西
狹
頌
）
に
、
郡
に
衡
官
掾
・
衡
官
有
秩
が
あ
る
（
以
上
、『
漢

書
疏
証
』
巻
五
）。

　
　
　
王
先
謙
が
い
う
。
甘
泉
倉
長
の
例
は
、
張
敞
伝
に
見
え
る
。

　
　

� �

考
証　

劉
攽
は
六
官
と
読
む
が
、
こ
こ
は
「
衡
官
・
水
司
空
・
都

水
・
農
・
倉
、
甘
泉
上
林
・
都
水
」
と
読
み
、
七
官
が
正
し
い
。［
陳

直　

一
九
七
九
］
は
「
衡
官
・
水
司
空
・
都
水
農
倉
・
甘
泉
上
林
・

都
水
と
読
む
べ
き
で
、
七
は
五
の
誤
り
」
と
す
る
。

　
　

�

○
上
林
衡
官　
［
陳
直　

一
九
七
九
］
は
、
西
狭
頌
・
耿
勲
碑
の

記
載
か
ら
衡
官
は
武
都
に
在
っ
て
鋳
銭
の
こ
と
を
専
管
し
て
い
た

と
す
る
。
こ
れ
は
後
漢
の
例
で
あ
る
。

　
　

�
○
上
林
水
司
空　

巻
四
五
・
伍
被
伝
の
注
に
引
か
れ
た
晋
灼
の
説

に
は「
上
林
に
水
司
空
有
り
。皆
な
囚
徒
を
掌
る
官
な
り
」と
す
る
。

「
司
空
」に
つ
い
て
は
、［
百
官
公
卿
表
訳
注（
四
）　

二
〇
一
二
］「
宗

正
」
注
（
4
）
を
参
照
。
そ
の
如
淳
注
に
、
律
に
「
司
空
は
水



一
七

及
び
罪
人
を
主
る
」
と
あ
る
。

　
　

�
○
上
林
農
・
上
林
倉　

百
官
表
の
本
文
の
「
農
・
倉
」
は
、
一
般

に
「
農
倉
」
と
一
つ
の
官
職
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
多
い
。
劉
攽

も
そ
の
よ
う
に
考
え
た
た
め
に
「
六
官
」
し
か
な
い
と
考
え
た
の

で
あ
る
。［
曽
庸　

一
九
五
九
］
は
、『
史
記
』
巻
三
〇
・
平
準
書

に
は
「
水
衡
・
少
府
・
大
農
・
太
僕
の
各
々
に
農
官
を
置
く
」
と

あ
っ
た
り
、「
上
林
農
官
」
と
書
か
れ
た
瓦
当
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
農
・
倉
」
と
二
つ
の
官
職
と
し
て
解
釈
す
べ
き
だ
と
す
る
。

　
　

�

○
甘
泉
上
林
・
甘
泉
都
水　
［
加
藤
繁　

一
九
五
二
］
は
、「
甘

泉
上
林
都
水
」
を
甘
泉
都
水
と
上
林
都
水
と
の
二
官
と
解
釈
し

た
。
し
か
し
、
巻
一
六
・
高
恵
高
后
文
功
臣
表
に
は
、
山
都
侯

王
恬
唘
の
曽
孫
当
が
元
封
元
年
に
み
だ
り
に
甘
泉
上
林
に
入
っ

た
こ
と
に
坐
し
て
免
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
し
、［
曽

庸　

一
九
五
九
］
に
は
「
甘
泉
上
林
」
と
書
か
れ
た
瓦
当
が
あ
る

と
す
る
。［
陳
直　

一
九
七
九
］
は
、「
甘
泉
上
林
宮
行
鐙
」（『
薛

氏
鍾
鼎
欵
識
』
巻
二
〇
、五
鳳
二
年
造
）
や
「
甘
泉
上
林
」
瓦
当
・

「
甘
林
」
瓦
当
（『
八
瓊
室
金
石
補
正
』
巻
七
）
を
あ
げ
る
。
い
ず

れ
も
甘
泉
上
林
が
一
官
の
名
で
あ
る
証
拠
と
な
る
。

（
6)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
上
林
尉
の
例
は
、張
釈
之
伝
に
見
え
る
。

　
　

� �

考
証　
［
陳
直　

一
九
七
九
］
は
、『
漢
旧
儀
』
に
「
上
林
苑

の
面
積
は
三
百
平
方
里
で
、
令
・
丞
・
左
尉
・
右
尉
が
置
か
れ

た
」
と
あ
る
こ
と
と
は
合
わ
な
い
と
す
る
。［
安
作
璋
・
熊
鉄

基　

一
九
八
四
］
は
、
上
林
に
は
、
八
丞
・
一
二
尉
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
苑
中
の
禽
獣
の
飼
育
・
宮
館
の
管
理
お
よ
び
全
苑
の
巡
回

と
警
備
な
ど
を
業
務
と
す
る
機
構
で
あ
っ
た
ろ
う
と
す
る
。

（
7)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
百
官
志
三
に
、
後
漢
は
「
さ
ら
に
水
衡

属
官
の
令
・
長
・
丞
・
尉
二
十
余
人
を
廃
し
た
」
と
あ
る
の
は
、

お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　

� �

考
証　

補
注
は
「
省
属
水
衡
属
官
」
と
す
る
が
、
百
官
志
三
の
原

文
は
「
省
水
衡
属
官
」
で
あ
る
。

（
8)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
巻
一
〇
・
成
帝
紀
に
見
え
る
。

（
9)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
百
官
志
三
に
、
後
漢
は
水
衡
都
尉
を
廃

し
、「
そ
の
職
掌
を
少
府
に
併
せ
た
。立
秋
の
貙
劉
の
日
の
た
び
に
、

臨
時
に
水
衡
都
尉
を
設
置
し
、
事
が
済
む
と
罷
め
た
」
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

貙
劉
は
立
秋
の
日
に
軍
事
訓
練
を
か
ね
て
狩
猟
を
し
、
獲

物
を
祖
先
に
供
え
た
ま
つ
り
。
本
文
の
「
鋳
銭
」
は
、
具
体
的
に

は
注
（
4
）
の
考
証
で
指
摘
し
た
均
輸
・
鍾
官
・
弁
銅
の
三
官

を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

二
三
、
内
史

原
文

　
内
史
、周
官
（
1
）。
秦
因
之
（
2
）。
掌
治
京
師
（
3
）。
景
帝
二
年
、

分
置
左
〔
右
〕
内
史
（
4
）。
右
内
史
、
武
帝
太
初
元
年
、
更
名
京
兆

尹
（
5
）。
屬
官
有
長
安
市
・
廚
兩
令
・
丞
（
6
）。
又
都
水
・
鐵
官
兩

長
丞
（
7
）。
左
内
史
、
更
名
左
馮
翊
（
8
）。
屬
官
有
廩
犧
令
・
丞
・



一
八

尉
（
9
）。
又
有
都
水
・
鐵
官
・
雲
壘
・
長
安
四
市
四
長
・
丞
、
皆
屬

焉
（
10
）。

訓
読

　

内
史
は
周
官
な
り
（
1
）。
秦
之
に
因
る
（
2
）。
京
師
を
治
る
を
掌

る
（
3
）。
景
帝
二
年
、
分
ち
て
左
・
右
内
史
を
置
く
（
4
）。
右
内
史
、

武
帝
太
初
元
年
、
更
め
て
京
兆
尹
と
名
づ
く
（
5
）。
属
官
に
長
安
市
・

厨
の
両
令
・
丞
有
り
（
6
）。
又
た
都
水
・
鉄
官
の
両
長
・
丞
あ
り
（
7
）。

左
内
史
、
更
め
て
左
馮
翊
と
名
づ
く
（
8
）。
属
官
に
廩
犠
令
・
丞
・

尉
有
り
（
9
）。
又
た
都
水
・
鉄
官
・
雲
塁
・
長
安
四
市
の
四
長
・
丞

有
り
、
皆
な
焉
に
属
す
（
10
）。

現
代
語
訳

　

内
史
は
周
官
で
あ
る
（
1
）。
秦
は
こ
れ
に
因
っ
た
（
2
）。
京
師
を

治
め
る
こ
と
を
掌
る
（
3
）。
景
帝
二
年
（
前
一
五
五
）、
分
け
て
左
内

史
・
右
内
史
を
置
い
た
（
4
）。

　

右
内
史
は
、
武
帝
太
初
元
年
（
前
一
〇
四
）、
京
兆
尹
と
改
名
し
た

（
5
）。

　

属
官
に
長
安
市
・
長
安
厨
の
二
令
・
丞
が
あ
る
（
6
）。
ま
た
都
水
・

鉄
官
の
二
長
・
丞
が
あ
る
（
7
）。

　

左
内
史
は
、
左
馮
翊
と
改
名
し
た
（
8
）。

　

属
官
に
廩
犠
令
・
丞
・
尉
が
あ
る
（
9
）。
ま
た
都
水
・
鉄
官
・
雲
塁
・

長
安
四
市
の
四
長
・
丞
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
こ
れ
に
所
属
し
た
（
10
）。

注
釈

（
1)�

考
証　
「
内
史
は
周
官
で
あ
る
」
と
は
『
周
礼
』
春
官
に
内
史
が

あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
職
掌
は
「
王
の
八
つ
の
法
を
掌
り
、

王
の
政
治
を
補
佐
す
る
」
と
あ
り
、
西
周
金
文
で
も
同
様
に
王
の

側
近
官
的
な
性
格
が
強
く
［
白
川
静　

一
九
七
三
］［
張
亜
初
・

劉
雨　

一
九
八
六
］、「
京
師
を
治
め
る
」
漢
の
内
史
と
は
異
な

る
。［
安
作
璋
・
熊
鉄
基　

一
九
八
四
］
は
、『
周
礼
』
内
史
の
鄭

玄
注
に
「
大
宰
が
す
で
に
王
を
補
佐
し
、
内
史
は
中
に
あ
っ
て
こ

れ
を
助
け
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「（
宮
中
で
政
治
を
補
佐
で
き

る
の
は
）
王
に
親
し
い
人
物
で
あ
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
た
め
秦

で
も
内
史
に
京
師
を
治
め
さ
せ
た
の
で
あ
る
」
と
一
定
の
関
連

を
認
め
て
い
る
。
ま
た
［
工
藤
元
男　

一
九
九
八
ｂ
］ ［
重
近
啓

樹　

一
九
九
九
］
は
、
春
秋
の
秦
が
西
周
の
制
度
を
継
受
し
、
後

に
そ
の
職
掌
が
変
容
し
た
と
す
る
。

（
2)�

考
証　

秦
の
内
史
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
巻
五
・
秦
本
紀
に
内

史
廖
、
巻
六
・
秦
始
皇
本
紀
に
内
史
肆
・
内
史
騰
が
見
え
、
秦
封

泥
に
も
「
内
史
」
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
職
掌
は
首
都
圏
の
行

政
だ
け
で
な
く
、
全
国
的
な
経
済
も
掌
握
す
る
巨
大
な
官
僚
機
構

で
あ
り
、
戦
国
末
期
に
治
粟
内
史
が
分
立
し
た
と
す
る
［
工
藤
元

男　

一
九
九
八
ｂ
］［
重
近
啓
樹　

一
九
九
九
］。こ
れ
に
対
し
、［
森

谷
一
樹　

二
〇
〇
六
］
は
治
粟
内
史
が
分
立
す
る
の
は
、
二
年
律

令
以
降
と
す
る
。

（
3)�

考
証　
『
北
堂
書
鈔
』
巻
五
八
・
設
官
部
一
〇
に
引
く
『
漢
官



一
九

解
詁
』
に
「
三
輔
の
職
は
郡
守
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
官
だ
け
は

朝
請
を
奉
じ
る
」
と
あ
る
。「
朝
請
を
奉
じ
る
」
と
は
、
漢
代
で

は
都
に
あ
っ
て
朝
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
意
味
し
［
藤
井
律
之 

二
〇
〇
一
］、
郡
守
と
は
政
治
的
地
位
は
大
き
く
異
な
る
。

（
4)�

注　

顔
師
古
が
い
う
。
巻
二
八
・
地
理
志
に
「
武
帝
建
元
六
年

（
前
一
三
五
）、
左
・
右
内
史
を
置
い
た
」
と
い
う
。
し
か
し
百
官

表
は
「
景
帝
二
年
（
前
一
五
五
）
に
分
置
し
た
」
と
い
っ
て
お
り
、

表
と
志
で
異
な
る
。
ま
た
、『
史
記
』
に
拠
れ
ば
、
地
理
志
が
誤

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

��

補
注　

銭
大
昭
が
い
う
。百
官
表
上
の
景
帝
元
年（
前
一
五
六
）に
、

「
中
大
夫
朝
錯
、
左
内
史
と
な
る
」
と
あ
り
、
二
年
に
「
左
内
史

朝
錯
、
御
史
大
夫
と
な
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
左
右
を
分
置
し
た

の
は
、
景
帝
以
前
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
二
八
・
地
理
志

に
「
武
帝
建
元
六
年
分
置
し
た
」
と
い
う
の
は
、
も
と
よ
り
誤
り

で
あ
る
が
、
本
表
に
「
景
帝
二
年
分
置
し
た
」
と
い
う
の
も
ま
た

正
し
く
な
い
（
以
上
、『
漢
書
弁
疑
』
巻
九
）。

　
　�

　
王
念
孫
が
い
う
。
こ
の
箇
所
は
本
来
「
分
置
左
右
内
史
（
左
・

右
内
史
を
分
置
し
た
）」
に
作
っ
て
い
た
が
、
現
行
本
で
は
「
右
」

字
が
脱
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
文
の
「
右
内
史
」「
左
内
史
」
は
、

い
ず
れ
も
こ
の
句
を
承
け
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
注
に
、
地

理
志
に
武
帝
の
と
き
左
・
右
内
史
を
置
く
と
い
っ
て
い
る
が
、
本

表
に
は
景
帝
の
と
き
分
置
す
る
と
い
っ
て
お
り
誤
っ
て
い
る
、
と

述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
文
が
本
来
は
「
景
帝
分
置
左

右
内
史
（
景
帝
、
左
右
内
史
を
分
置
す
る
）」
で
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。『
史
記
正
義
』
論
例
、
及
び
『
北
堂
書
鈔
』
巻

七
六
・
設
官
部
二
八
、『
白
孔
六
帖
』
巻
七
六
、『
太
平
御
覧
』
巻

二
五
二
・
職
官
部
五
〇
に
百
官
表
の
こ
の
箇
所
を
引
用
し
「
左
右

内
史
」
と
し
て
い
る
。『
前
漢
紀
』
巻
五
・
孝
恵
紀
、『
通
典
』
巻

三
三
・
職
官
一
五
も
い
ず
れ
も
同
様
で
あ
る
（
以
上
、『
読
書
雑
志
』

巻
四
之
一
）。

　
　

� �

考
証　

顔
師
古
が
「『
史
記
』
に
拠
れ
ば
、
地
理
志
が
誤
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
」
と
し
た
典
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ

ら
く
『
史
記
』
巻
一
一
・
景
帝
本
紀
の
二
年
に
「
南
陵
を
置
き
、

内
史
所
管
の
祋
祤
を
県
と
し
た
」と
い
う
記
事
を
め
ぐ
り
、『
集
解
』

で
劉
宋
の
裴
駰
が
「
内
史
を
分
け
て
左
右
に
し
た
こ
と
、
お
よ
び

祋
祤
を
県
と
し
た
の
は
、
い
ず
れ
も
景
帝
二
年
の
こ
と
で
あ
る
」

と
し
た
こ
と
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。こ
の
記
事
に
つ
い
て
、

梁
玉
縄
は
『
史
記
志
疑
』
巻
七
で
「
こ
の
記
事
に
は
欠
落
が
あ
る
。

本
来
は
左
右
内
史
を
置
き
、
祋
祤
を
県
と
し
た
こ
と
を
述
べ
た
も

の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。

　
　

�　

補
注
に
王
念
孫
が
「
左
右
内
史
」
と
記
し
た
例
を
挙
げ
た
中
で
、

『
史
記
正
義
』
論
例
の
み
は
「
左
内
史
・
右
内
史
」
と
す
る
。

　
　

�　

漢
の
内
史
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
顔
師
古
が
指
摘
す
る
よ
う
に

百
官
表
と
地
理
志
の
記
述
に
違
い
が
あ
る
。
後
述
の
主
爵
中
尉
も

あ
わ
せ
地
理
志
の
原
注
の
記
述
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ

る
。



二
〇

　
　

�　

京
兆
尹
：
も
と
は
秦
の
内
史
で
あ
り
、
高
祖
元
年
に
塞
国
に
属

し
、
二
年
に
は
改
め
て
渭
南
郡
と
し
、
九
年
に
は
や
め
、
ま
た
内

史
と
し
た
。
武
帝
の
建
元
六
年
に
分
け
て
右
内
史
と
し
、
太
初
元

年
に
京
兆
尹
と
改
名
し
た
。

　
　

�　

左
馮
翊
：
も
と
は
秦
の
内
史
で
あ
り
、
高
祖
元
年
に
塞
国
に
属

し
、
二
年
に
は
改
め
て
河
上
郡
と
し
、
九
年
に
は
や
め
、
ま
た
内

史
と
し
た
。
武
帝
の
建
元
六
年
に
分
け
て
左
内
史
と
し
、
太
初
元

年
に
左
馮
翊
と
改
名
し
た
。

　
　

�　

右
扶
風
：
も
と
は
秦
の
内
史
で
あ
り
、
高
祖
元
年
に
雍
国
に
属

し
、
二
年
に
は
改
め
て
中
地
郡
と
し
、
九
年
に
は
や
め
、
ま
た
内

史
と
し
た
。
武
帝
の
建
元
六
年
に
分
け
て
右
内
史
と
し
、
太
初
元

年
に
右
扶
風
と
改
名
し
た
。

　
　

�　

百
官
表
と
地
理
志
に
記
述
さ
れ
た
三
輔
の
変
遷
を
［
大
櫛
敦

弘　

 

一
九
九
二
］
に
従
い
ま
と
め
る
と
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。

秦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　景
帝
二
年

　
　景
帝
中
六
年

　
　
　
　
　
　
　武
帝
太
初
元
年

内
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　右
内
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　京
兆
尹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　左
内
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　左
馮
翊

　
　
　
　
　
　

主
爵
中
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　主
爵
都
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　右
扶
風

・
百
官
表

秦

　
　
　
　高
祖
元
年

　
　高
祖
二
年

　
　高
祖
九
年

　
　武
帝
建
元
六
年

　
　
　
　
　
　武
帝
太
初
元
年

　
　
　
　
　雍
国
領

　
　
　中
地
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

主
爵
都
尉

　

    

右
扶
風

内
史

　
　
　塞
国
領

　
　
　渭
南
郡

　
　
　
　内
史

　
　
　
　右
内
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　京
兆
尹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　河
上
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　左
内
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　左
馮
翊

・
地
理
志



二
一

　
　

�　

こ
の
二
説
の
大
き
な
相
違
点
は
、
①
右
扶
風
が
秦
代
の
内
史
か

ら
分
か
れ
た
も
の
か
、
主
爵
中
尉
と
い
う
別
系
統
の
官
か
ら
き
た

も
の
か
、
②
左
右
内
史
分
置
の
時
期
が
景
帝
期
か
武
帝
期
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
分
置
の
年
代
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、大
勢
と
し
て
景
帝
期
の
分
置
を
是
と
す
る
。

主
爵
中
尉
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
5)�

注　

張
晏
が
い
う
。土
地
の
並
外
れ
て
高
い
こ
と
を
京
と
い
う
。

『
春
秋
左
氏
伝
』
荘
公
二
二
年
に
「
こ
れ
よ
り
京
な
る
（
た
か
い
）

も
の
は
な
い
」
と
あ
る
。
十
億
を
兆
と
い
う
。
尹
と
は
、
正
の
こ

と
で
あ
る
。

　
　�

　
顔
師
古
が
い
う
。
京
と
は
、大
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
兆
と
は
、

衆
数
で
あ
る
。
意
味
は
大
衆
の
所
在
を
い
う
。
そ
の
た
め
京
兆
と

い
う
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
6)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
長
安
の
東
・
西
市
令
の
例
は
、
食
貨
志

に
見
え
る
。
東
市
令
の
例
は
、
貨
殖
伝
に
見
え
る
。
長
安
厨
の
例

は
、
霍
光
伝
・
郊
祀
志
に
見
え
る
。

　
　

� �

考
証　

長
安
市
に
つ
い
て
、『
三
輔
黄
図
』巻
二
・
長
安
九
市
に「『
廟

記
』
に
、
長
安
に
市
は
九
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
二
六
六
歩
四
方
で
六

市
は
道
西
に
、
三
市
は
道
東
に
あ
る
。
す
べ
て
四
つ
の
里
で
一
市

と
す
る
」
と
あ
る
。
具
体
的
な
場
所
に
つ
い
て
は
横
門
大
街
の
東

西
両
側
と
す
る
王
仲
殊
の
説
が
あ
る
［
王
仲
殊　

一
九
八
四
］。

　
　

�　

長
安
厨
の
職
掌
に
つ
い
て
、
巻
二
五
下
・
郊
祀
志
下
に
成
帝
期

の
匡
衡
・
張
譚
の
上
奏
に
「
長
安
の
厨
官
・
県
官
が
費
用
を
出
し

て
祠
り
、
郡
国
の
神
に
仕
え
る
方
士
・
使
者
の
祠
る
と
こ
ろ
は
、

あ
わ
せ
て
六
八
三
箇
所
で
す
。
そ
の
う
ち
二
〇
八
箇
所
は
礼
に
か

な
っ
て
お
り
、
疑
わ
し
く
て
も
明
文
が
無
け
れ
ば
、
も
と
の
ま
ま

祭
祀
を
奉
じ
る
べ
き
で
す
」
と
あ
り
、
祭
祀
に
関
わ
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
の
官
衙
は
長
安
城
の
北
東
部
に
あ
り
、
城
門
名

の
由
来
と
な
っ
て
い
た
。『
三
輔
黄
図
』巻
一
・
都
城
十
二
門
に「
長

安
城
北
城
壁
の
第
二
門
は
厨
城
門
と
い
う
。
長
安
厨
が
門
内
に
あ

る
こ
と
か
ら
門
の
名
と
な
っ
た
」
と
あ
る
。

（
7)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
鉄
官
が
鄭
県
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
巻

二
八
・
地
理
志
に
見
え
る
。

　
　

� �

考
証　

鄭
県
は
現
在
の
陝
西
省
華
県
で
あ
る
。

（
8)�

注　

張
晏
が
い
う
。
馮
は
、
輔
（
た
す
け
る
と
い
う
意
味
）
で

あ
る
。
翊
は
、
佐
（
た
す
け
る
と
い
う
意
味
）
で
あ
る
。

（
9)�

注　

顔
師
古
が
い
う
。
廩
と
は
、
穀
物
を
貯
蔵
す
る
こ
と
を
掌

る
こ
と
、
犠
と
は
、
牲
（
い
け
に
え
）
を
養
う
こ
と
を
掌
る
こ
と

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
祭
祀
に
供
え
る
た
め
で
あ
る
。

　
　

� �

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
廩
犠
の
例
は
、
韓
延
寿
伝
・
谷
永
伝
に

見
え
る
。
百
官
志
三
に
は
、「
廩
犠
令
は
、
官
秩
は
六
百
石
、
祭

祀
の
犠
牲
や
雁
（
か
り
）
鶩
（
あ
ひ
る
）
の
属
を
掌
る
」
と
あ
り

（『
漢
官
』
に
は
「
丞
一
人
、
官
秩
は
三
百
石
」
と
い
う
）、「
後
漢

で
は
、
い
ず
れ
も
河
南
尹
に
所
属
し
た
」
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

巻
七
六
・
韓
延
寿
伝
に
「
蕭
望
之
が
左
馮
翊
の
時
、
廩
犠

の
官
銭
百
余
万
を
浪
費
し
た
こ
と
を
調
べ
さ
せ
た
」
と
あ
り
、
相



二
二

当
な
額
を
取
り
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
10)�
補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
市
長
の
例
は
、
司
馬
遷
伝
に
見
え
る
。

左
馮
翊
都
水
の
例
は
、
馮
参
伝
に
見
え
る
。
鉄
官
が
夏
陽
に
あ
る

こ
と
は
、
巻
二
八
・
地
理
志
に
見
え
る
。

　
　

� �

考
証　

夏
陽
は
現
在
の
陝
西
省
韓
城
の
南
に
あ
た
る
。

二
四
、
主
爵
中
尉

原
文

　
主
爵
中
尉
、秦
官
（
1
）。
掌
列
侯
。
景
帝
中
六
年
、更
名
都
尉
（
2
）。

武
帝
太
初
元
年
、
更
名
右
扶
風
（
3
）、
治
内
史
右
地
（
4
）。
屬
官
有

掌
畜
令
・
丞
（
5
）。
又
有
都
水
・
鐵
官
・
廏
・
廱
廚
四
長
・
丞
皆
屬

焉
（
6
）。
與
左
馮
翊
・
京
兆
尹
是
爲
三
輔
（
7
）。
皆
有
兩
丞
（
8
）。

列
侯
更
屬
大
鴻
臚
。
元
鼎
四
年
更
置
二
輔
都
尉（
9
）。
都
尉
丞
各
一
人
。

　
自
太
子
太
傅
至
右
扶
風
、
皆
秩
二
千
石
、
丞
六
百
石
（
10
）。

訓
読

　

主
爵
中
尉
は
、
秦
官
な
り
（
1
）。
列
侯
を
掌
る
。
景
帝
中
六
年
、

更
め
て
都
尉
と
名
づ
く
（
2
）。
武
帝
太
初
元
年
、
更
め
て
右
扶
風
と

名
づ
け
（
3
）、
内
史
の
右
地
を
治
む
（
4
）。
属
官
に
掌
畜
令
・
丞
有

り
（
5
）。
又
た
都
水
・
鉄
官
・
厩
・
廱
厨
の
四
長
・
丞
有
り
、
皆
な

焉
に
属
す
（
6
）。
左
馮
翊
・
京
兆
尹
と
与
に
是
を
三
輔
と
為
す
（
7
）。

皆
な
両
丞
有
り
（
8
）。
列
侯
は
更
め
て
大
鴻
臚
に
属
せ
し
む
。
元
鼎

四
年
更
め
て
二
輔
都
尉
を
置
く
（
9
）。
都
尉
の
丞
は
各
一
人
。

  

太
子
太
傅
よ
り
右
扶
風
に
至
る
ま
で
、
皆
な
秩
は
二
千
石
、
丞
は

六
百
石
（
10
）。

現
代
語
訳

　

主
爵
中
尉
は
、秦
官
で
あ
る（
1
）。
列
侯
を
掌
る
。
景
帝
中
六
年（
前

一
四
四
）、
都
尉
と
改
名
し
た
（
2
）。
武
帝
太
初
元
年
（
前
一
〇
四
）、

右
扶
風
と
改
名
し
（
3
）、
内
史
所
轄
の
う
ち
右
側
（
西
側
）
に
あ
た

る
土
地
を
治
め
た
（
4
）。

　

属
官
に
掌
畜
令
・
丞
が
あ
る
（
5
）。
ま
た
都
水
・
鉄
官
・
厩
・
廱

厨
の
四
長
・
丞
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
こ
れ
に
所
属
し
た
（
6
）。

　

左
馮
翊
・
京
兆
尹
と
と
も
に
三
輔
と
し
た
（
7
）。
い
ず
れ
も
二
丞

が
あ
る
（
8
）。
列
侯
は
（
主
爵
都
尉
よ
り
）
あ
ら
た
め
て
大
鴻
臚
に

所
属
さ
せ
た
。
元
鼎
四
年
（
前
一
一
三
）、
あ
ら
た
め
て
二
輔
都
尉
を

置
い
た
（
9
）。
都
尉
の
丞
は
各
々
一
人
で
あ
る
。

  

太
子
太
傅
よ
り
右
扶
風
ま
で
、
い
ず
れ
も
官
秩
は
二
千
石
、
丞
は

六
百
石
で
あ
る
（
10
）。

注
釈

（
1)� �
考
証　

主
爵
中
尉
は
秦
官
と
あ
る
が
、
典
籍
史
料
、
出
土
文
字
資

料
の
い
ず
れ
か
ら
も
確
認
で
き
な
い
。

（
2)�

補
注　

銭
大
昭
が
い
う
。
百
官
表
下
に
は
、
景
帝
中
五
年
（
前

一
四
三
）
の
時
点
で
、す
で
に
「
主
爵
都
尉
不
疑
」
と
あ
る
（
以
上
、



二
三

『
漢
書
弁
疑
』
巻
九
）。

　
　

� �
考
証　

銭
大
昭
の
説
は
『
漢
書
弁
疑
』
で
は
「
案
公
卿
表
景
帝

中
五
年
已
有
主
爵
中
尉
不
疑
」
と
あ
る
が
、
王
先
謙
は
引
用
に
あ

た
り
「
已
」
字
を
「
尚
」
字
に
誤
っ
て
お
り
、
訳
は
原
文
に
し
た

が
っ
た
。
ま
た
、
銭
大
昭
は
「
主
爵
中・

尉
不
疑
」
と
す
る
が
、
百

官
表
下
で
は
「
主
爵
都・

尉
不
疑
」
で
あ
る
。「
都
尉
」
で
な
け
れ

ば
本
文
に
対
し
て
銭
氏
が
疑
義
を
呈
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
た

め
、
こ
こ
で
は
「
都
尉
」
と
し
た
。

（
3)�

注　

張
晏
が
い
う
。
扶
と
は
、
助
の
こ
と
。
風
と
は
、
化
の
こ

と
で
あ
る
。

（
4)�

考
証　

本
来
の
列
侯
の
管
理
と
い
う
職
制
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
に

大
き
く
変
化
し
た
か
と
い
う
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。［
崔
在
容 

一
九
八
五
］
は
首
都
に
居
住
し
た
列
侯
を
管
理
し
て
い
た
た
め
職

掌
が
移
行
し
た
と
考
え
る
。

（
5)�

注　

如
淳
が
い
う
。
巻
七
六
・
尹
翁
帰
伝
に
「
豪
強
が
罪
を
判

決
さ
れ
る
と
、掌
畜
官
に
お
く
り
、莝
（
き
り
わ
ら
）
を
き
ら
せ
た
」

と
い
う
。
巻
六
五
・
東
方
朔
伝
に
「
益
を
右
扶
風
と
す
る
」
と
あ

る
。
牧
場
の
所
在
地
で
あ
る
。

　
　

��

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
掌
畜
官
の
例
は
、
谷
永
伝
に
見
え
る
。

　
　

� �

考
証　

東
方
朔
伝
の
「
益
を
右
扶
風
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
東

方
朔
が
武
帝
に
天
下
の
賢
士
を
得
、
公
卿
に
そ
の
人
を
得
て
い
る

こ
と
を
例
え
て
述
べ
た
も
の
で
、
丞
相
に
周
公
旦
・
召
公
奭
、
御

史
大
夫
に
孔
子
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。「
益
」
と
は
人
名
で
、
同

伝
の
注
に
引
く
応
劭
の
説
で
は
「
舜
の
山
沢
を
掌
る
官
と
な
っ
て

お
り
、
諸
苑
が
多
く
右
扶
風
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
右
扶
風
に
擬
せ

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。
益
の
こ
と
は
『
尚
書
』
尭
典
に

見
え
る
。

（
6)�

注　

如
淳
が
い
う
。
五
畤
が
廱
に
在
る
た
め
に
厨
が
あ
る
の
で

あ
る
。

　
　

��

補
注　

劉
攽
が
い
う
。
原
文
の「
有
都
水
」の「
有
」は
ま
さ
に「
右
」

と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
先
に
内
史
の
項
で
「
左
都
水
」
の
こ
と
を

述
べ
、
こ
こ
で
「
右
都
水
」
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　
　�

　
王
先
謙
が
い
う
。
領
護
三
輔
都
水
の
例
は
、
劉
向
伝
・
息
夫

窮
伝
に
見
え
る
。
鉄
官
が
雍
と
漆
の
二
県
に
あ
る
こ
と
は
、
巻

二
四
・
地
理
志
に
見
え
る
。

　
　

� �

考
証　

五
畤
お
よ
び
廱
に
つ
い
て
は
、［
百
官
公
卿
表
訳
注
（
二
） 

二
〇
一
一
］
七
、
奉
常
・
太
常
の
（
7
）
の
注
お
よ
び�

考
証
参

照
。
雍
は
現
在
の
陝
西
省
鳳
翔
県
、
漆
は
彬
県
で
あ
る
。

（
7)�

注　

服
虔
が
い
う
。
い
ず
れ
も
治
所
は
長
安
城
内
に
あ
る
。

　
　�

　
顔
師
古
が
い
う
。『
三
輔
黄
図
』
に
「
京
兆
は
尚
冠
前
街
を
東

に
入
っ
た
所
に
あ
り
、
も
と
の
中
尉
府
で
あ
る
。
馮
翊
は
太
上
皇

廟
を
西
に
入
っ
た
所
に
あ
る
。
右
扶
風
は
夕
陰
街
を
北
に
入
っ
た

所
に
あ
り
、も
と
の
主
爵
府
で
あ
る
。
長
安
以
東
は
京
兆
で
あ
り
、

長
陵
以
北
は
左
馮
翊
で
あ
り
、
渭
城
以
西
は
右
扶
風
で
あ
る
」
と

い
う
。

　
　

� �

考
証　

顔
師
古
の
引
用
す
る
『
三
輔
黄
図
』
の
文
は
、
今
本
に
見



二
四

え
な
い
。
佚
文
で
あ
ろ
う
。

（
8)�
補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
内
史
丞
の
例
は
、
芸
文
志
に
見
え
る
。

右
扶
風
丞
の
例
は
、
路
温
舒
伝
に
見
え
る
。

（
9)�

補
注　

銭
大
昭
が
い
う
。「
二
」
は
「
三
」
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。

巻
二
四
・
地
理
志
に
、「
左
馮
翊
。
高
陵
に
左
輔
都
尉
の
治
所
が

あ
る
」、「
右
扶
風
。
郿
に
右
輔
都
尉
の
治
所
が
あ
る
」
と
あ
り
、

京
輔
都
尉
の
治
所
の
こ
と
を
言
わ
な
い
の
は
欠
文
で
あ
る
。
巻

三
七
・
田
叔
伝
に
「
少
子
仁
、
拝
せ
ら
れ
て
京
輔
都
尉
と
な
る
」

と
あ
る
（
以
上
、『
漢
書
弁
疑
』
巻
九
）。

　
　�

　
王
先
謙
が
い
う
。
官
本
は
「
二
」
を
「
三
」
に
作
る
。
京
輔
都

尉
の
例
は
、
霍
光
伝
・
蕭
由
伝
・
田
叔
伝
・
王
尊
伝
・
趙
広
漢
伝

に
見
え
る
。京
輔
都
尉
の
こ
と
は
先
の
中
尉
の
条
に
見
え
て
お
り
、

欠
文
で
は
な
く
、銭
大
昭
の
説
は
誤
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
左
・

右
輔
の
例
は
、
食
貨
志
に
見
え
る
。
左
輔
都
尉
の
例
は
、
蕭
由
伝

に
見
え
る
。
右
輔
都
尉
の
例
は
、
王
訢
伝
・
翟
義
伝
・
酷
吏
伝
に

見
え
る
。

（
10)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
百
官
志
四
に
、「
太
子
太
傅
、
官
秩
は

中
二
千
石
」
と
あ
る
。

〔
参
考
文
献
〕

安
作
璋
・
熊
鉄
基　

一
九
八
四　
『
秦
漢
官
制
史
稿
』、
斉
魯
書
社

王
輝
・
程
学
華　

一
九
九
九　
『
秦
文
字
集
証
』、
藝
文
印
書
館

王
仲
殊　

一
九
八
四　
『
漢
代
考
古
学
概
説
』、
中
華
書
局

大
櫛�

敦
弘　

一
九
九
二　
「
漢
代
三
輔
制
度
の
研
究
」
池
田
温
編
『
中

国
礼
法
と
日
本
律
令
制
』、
東
方
書
店

片
岡
一
忠　

二
〇
〇
八　
『
中
国
官
印
制
度
研
究
』、
東
方
書
店

加
藤�

繁　

一
九
五
二　
「
漢
代
に
於
け
る
国
家
財
政
と
帝
室
財
政
と
の

区
別
並
に
帝
室
財
政
一
斑
」、『
支
那
経
済
史
考
證
』
上
、
東
洋
文

庫

鎌
田�

重
雄　

一
九
六
二　
『
秦
漢
政
治
制
度
の
研
究
』
第
七
章
属
国
都

尉
、
学
術
振
興
会

西
安�

文
物
保
護
修
復
中
心　

二
〇
〇
四　
『
漢
鍾
官
鋳
銭
遺
址
』、
科
学

出
版
社

工
藤�

元
男　

一
九
九
八
ａ　
「
秦
の
領
土
拡
大
と
国
際
秩
序
の
形
成
」、

『
睡
虎
地
秦
簡
よ
り
み
た
秦
代
の
国
家
と
社
会
』、
創
文
社

工
藤�

元
男　

一
九
九
八
ｂ　
「
内
史
の
再
編
と
内
史
・
治
粟
内
史
の
成

立
」、『
睡
虎
地
秦
簡
よ
り
み
た
秦
代
の
国
家
と
社
会
』、
創
文
社

熊
谷�

滋
三　

一
九
九
六　
「
前
漢
に
お
け
る
属
国
制
の
形
成
―
「
五
属

国
」
の
問
題
を
中
心
と
し
て
―
」、『
史
観
』
一
三
四

熊
谷�

滋
三　

一
九
九
七　
「
前
漢
に
お
け
る
「
蛮
夷
降
者
」
と
「
帰
義

蛮
夷
」」、『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
（
東
京
大
学
）』
134
巻

邢
義�

田　

一
九
八
七　
「
従
『
如
故
事
』
和
『
便
宜
従
事
』
看
漢
代
行

政
中
的
経
常
与
権
変
」、『
秦
漢
史
論
稿
』、東
大
図
書
公
司
。（
の
ち
、

邢
義
田
、『
治
国
安
邦 

―
法
制
、
行
政
与
軍
事
―
』、
中
華
書
局
、

二
〇
一
一
年
。）

崔
在�

容　

一
九
八
五　
「
西
漢
三
輔
의
成
立
과
그
機
能
」、 『
慶
北
史
学
』



二
五

第
八
輯

重
近�
啓
樹　

一
九
九
九　
「
秦
の
内
史
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
秦
漢
税
役

体
系
の
研
究
』、
汲
古
書
院

周
暁�

陸
・
路
東
之　

二
〇
〇
〇　
『
秦
封
泥
集
』、
三
秦
出
版
社

白
川
静　

一
九
七
三　
「
作
冊
考
」『
甲
骨
金
文
学
論
集
』、
朋
友
書
店

施
之
勉　

二
〇
〇
三　
『
漢
書
集
釈
』、
三
民
書
局

西
安�

文
物
保
護
修
復
中
心 
二
〇
〇
四　
『
漢
鍾
官
鋳
銭
遺
址
』
科
学
出

版
社

曽
庸�　

一
九
五
九　
「
西
漢
宮
殿
・
官
署
的
瓦
当
」、『
考
古
』

一
九
五
九
―
一
二

孫
慰�

祖　

一
九
九
三　
『
両
漢
官
印
匯
考
』、
大
業
公
司
・
上
海
書
画
出

版
社
連
合
出
版

張
亜
初
・
劉
雨 

一
九
八
六　
『
西
周
金
文
官
制
研
究
』
中
華
書
局

陳
直　

一
九
七
九　
『
漢
書
新
証
』（
第
二
版
）、
天
津
人
民
出
版
社

陳
直　

一
九
八
六　
『
居
延
漢
簡
研
究
』、
天
津
古
籍
出
版
社

仁
井
田
陞　

一
九
三
三　
『
唐
令
拾
遺
』、
東
方
文
化
學
院
東
京
研
究
所

浜
口�

重
国　

一
九
七
一　
「
漢
代
の
将
作
大
匠
と
其
の
役
徒
」『
秦
漢
隋

唐
史
の
研
究
』
上
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
第
2
刷

百
官�

公
卿
表
訳
注
（
一
）　

二
〇
一
一　
「『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
訳

注
稿
（
一
）」『
大
阪
産
業
大
学
論
集
』（
人
文
・
社
会
科
学
編
）

十
二
号

百
官�

公
卿
表
訳
注
（
二
）　

二
〇
一
一　
「『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
訳

注
稿
（
二
）」『
大
阪
産
業
大
学
論
集
』（
人
文
・
社
会
科
学
編
）

十
三
号

百
官�

公
卿
表
訳
注
（
三
）　

二
〇
一
一　
「『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
訳

注
稿
（
三
）」『
大
阪
産
業
大
学
論
集
』（
人
文
・
社
会
科
学
編
）

十
四
号

百
官�

公
卿
表
訳
注
（
四
）　

二
〇
一
二　
「『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
訳

注
稿
（
四
）」『
大
阪
産
業
大
学
論
集
』（
人
文
・
社
会
科
学
編
）

十
五
号

藤
井�

律
之　

二
〇
〇
一
「
特
進
の
起
源
と
変
遷
―
列
侯
か
ら
光
禄
大
夫

へ
―
」『
東
洋
史
研
究
』
第
五
九
巻
第
四
号

森
谷�

一
樹　

二
〇
〇
六　
「『
二
年
律
令
』
に
み
え
る
内
史
に
つ
い
て
」、

冨
谷
至
編
『
江
陵
張
家
山
二
四
七
号
墓
出
土
漢
律
令
の
研
究 

論

考
篇
』

葉
其
峰　

一
九
九
七　
『
古
璽
印
与
古
璽
印
鑑
定
』、
文
物
出
版
社

羅
福
頤　

一
九
八
七　
『
秦
漢
南
北
朝
官
印
徴
存
』、
文
物
出
版
社




